
特集　子育て環境の創出

次世代育成支援のための

行動計画づくりが進んでいます

市政のうごき

　下水道料金の改定
　留守家庭児童会有料化
　各種委員会委員の任命と選任
　健康福祉フェスティバル
　第二京阪道路工事の着工
　クリーングリーン作戦
　人権・平和の祈り



16.11.01 (2)

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

育
て
ら
れ
る
社
会
を
作
る
た
め
15
年
7
月
、「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
全
国
の
市
町
村
が
育
成
支
援
の
た

め
に
具
体
的
な
「
行
動
計
画
」を
策
定
し
、
17
年
4
月
か

ら
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
と
市
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課（
℡  
８
９
３
・
６
４
０
０
）

居宅における支援
① 病気回復期のお子さんを一時的に家庭訪問し、看護師・保
育士などが看護・保育する事業（派遣型）
② 地域で、育児や介護の援助を受けたい人とやりたい人が会
員となり、助け合う事業

短期預かり支援
③ 放課後、保護者が家にいない家庭の小学校低学年に遊び・
生活の場を提供する事業
④ 保護者の一時的な都合で児童（1歳以上）の養育が困難に
なった場合、児童福祉施設等で１週間程度預かる事業
⑤ 午後6時から10時までの間、児童福祉施設等でおおむね6
か月程度児童を預かる事業
⑥ 病気回復期のお子さんを病院や施設で一時的に預かり、看
護師・保育士らが看護・保育する事業（施設型）
⑦ 保育所で児童を一時的に保育する事業
⑧ ３歳に達しない児童の保護者等が一定の日時保育できない
ような場合、必要な日時について保育所等が保育する事業

相談・交流支援
⑨ 乳幼児を持つ親とその子どもが、交流し、集える場を地域に
設置する事業
⑩ 相談や指導、支援を行う地域子育て支援センター事業

保　育
⑪通常保育事業
⑫通常の保育時間を延長して保育する事業
⑬休日に保育する事業
⑭夜間に保育する事業

特
集　

子
育
て
環
境
の
創
出

　
　

次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の

　
　
　
　

行
動
計
画
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す

行動計画づくりの指針「特定14事業」

特集　子育て環境の創出
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次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
策
定
の
考
え
方

「 
子
ど
も
の
視
点
か
ら
み
る
と
、

楽
し
い
地
域
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
」

「 

ど
う
い
っ
た
子
育
て
支
援
が
あ

る
と
、
子
育
て
が
楽
し
く
な
る

の
か
」

「 

企
業
は
、
男
性
の
育
児
支
援
を

含
め
て
、
子
育
て
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
」

　

子
育
て
は
、
女
性
の
み
の
問
題

で
は
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
地
域

社
会
、
企
業
な
ど
社
会
全
体
の
問

題
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、楽
し
く
子
育
て
で
き
る

環
境
や
子
育
て
中
の
親
が
働
き
や

す
い
環
境
を
ど
の
よ
う
に
作
り
出

す
の
か
。こ
の
点
が
行
動
計
画
を
つ

く
る
際
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。行
動
計
画
で
は
国
が
定

め
た
特
定
14
事
業
に
つ
い
て
、市
民

の
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、目
標
事
業
量

の
数
値
を
計
画
に
盛
り
込
み
、楽
し

く
て
よ
り
良
い
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

市
の
取
り
組
み
状
況

　

よ
り
良
い
子
育
て
環
境
を
創
出

す
る
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
今
年
の
２
月

に
、
就
学
前
児
童
（
０
歳
〜
５
歳
）

お
よ
び
小
学
生
児
童
（
小
学
１
年

〜
３
年
生
）が
い
る
無
作
為
に
抽

出
し
た
３
６
０
０
世
帯
と
子
育

て
関
係
団
体
の
構
成
員
１
０
０
人

に
「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
」を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
回
答
の
あ
っ
た
要
望
・

意
見
を
も
と
に
、
交
野
市
次
世
代

育
成
事
業
計
画
策
定
協
議
会
（
北

田
陸
夫
会
長
）で
、
11
月
中
旬
を

め
ど
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
ま
ち
を
め
ざ
し
た
「
交
野
市
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」の
試

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

今年２月に行われたニーズ調査の結果（抜粋）

14．行政サービスへの要望
⑴充実してほしい子育て支援策
　問41　 行政（市町村、府、国）に対して、

どのような子育て支援策の充実
を図って欲しいと期待しますか。
５つまで選択してください。

親子が安心して集まれる公園等の屋外施設を整備

親子が安心して集まれる保育所・幼稚園の園庭開放を充実

親子が安心して集まれる集いの場等の屋内施設を充実

子連れでも安心できるよう「子育てのバリアフリー化」

子育てに困ったときの相談体制を充実

子育て支援に関する情報提供を充実

子育て中の親の仲間づくりや親子教室の回数増と内容の充実

子育てサークル活動への支援を充実

保育所等の働きながら子どもをあずける施設を増やす

留守家庭児童会（学童保育）を充実

幼稚園の保育サービスを充実

誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービス

安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備

住宅面での配慮・支援

企業等に対して職場環境の改善を働きかける

子育て講座等、子育てについて学べる機会をつくる

その他

特にない

無回答

　〝親子が安心して集まれる公園等の屋外施設
を整備〟が54.5%と最も多く、次いで〝子連れで
も安心できるよう「子育てのバリアフリー化」〟
49.9%と続いている。

ニーズ調査の結果は
ホームページで公表しています

http://www.city.katano.osaka.jp/kakka/syakai/
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職 場 訪 問： 社 会 福 祉 課 

子育て手伝います

広報レポーター　三原志保  

平井社会福祉課長（左）と三原レポーター（右）

　

今
回
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
づ
く
り
の
ま
と
め
役
と

な
っ
て
い
る
社
会
福
祉
課
の
平
井

邦
和
課
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

三 

原　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」は
、
ど
の
よ
う
な
背

景
か
ら
制
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

平 

井
課
長　

現
在
少
子
化
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
ね
。こ
の
少
子
化
が
進
行
す

る
と
、
社
会
保
障
制
度
を
支
え

る
人
が
減
少
し
、
日
本
全
体
の

活
力
の
低
下
を
招
き
か
ね
ま
せ

ん
。

　

 　

そ
こ
で
国
は
11
年
か
ら
、
少

子
化
問
題
に
本
格
的
に
取
り
組

み
は
じ
め
、
子
ど
も
が
育
て
や

す
い
環
境
の
整
備
に
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。

　

 　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
少

子
化
は
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

 　
「
合
計
特
殊
出
生
率
」と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。一

人
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
出

産
す
る
平
均
子
ど
も
数
で
、
一

般
的
に
こ
の
数
値
が
２
・
08
な

い
と
、
人
口
の
維
持
が
で
き
な

い（
減
少
す
る
）と
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
数
値
が
、
と
う
と
う

15
年
に
は
１
・
29
に
下
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

 　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
15

年
７
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」が
制
定
さ
れ
、

子
ど
も
を
い
か
に
産
み
・
育
て

て
い
く
た
め
の
支
援
と
し
て
、

市
が「
行
動
計
画
」を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

三 

原　

今
年
の
２
月
に
は
、
育
成

支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を

さ
れ
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な

結
果
が
で
ま
し
た
か
。特
徴
的

な
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平 

井
課
長　

そ
う
で
す
ね
。行
政

サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
望
で
は
、
医

療
機
関
の
整
備
や
、
親
子
が
安

心
し
て
集
ま
れ
る
屋
内
・
外
の

施
設
の
整
備
、
保
育
所
な
ど
働

き
な
が
ら
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
施
設
の
増
設
、
幼
稚
園
や
留

守
家
庭
児
童
会
の
充
実
な
ど
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。

　

 　

ま
た
、
地
域
な
ど
で
自
主
的

な
活
動
を
行
う
と
き
、
そ
の
活

動
場
所
を
行
政
が
提
供
（
場
所

貸
し
な
ど
）し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

三 

原　

ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
で

す
。と
こ
ろ
で
同
推
進
法
は「
来

年
の
４
月
か
ら
具
体
的
な
施
策

を
実
施
す
る
」と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

平 

井
課
長　

い
ま
、
市
民
の
代
表

と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
策
定

協
議
会
（
医
師
会
、
知
識
経
験

者
、校
長
、私
立
保
育
園
、私
立

幼
稚
園
、
民
生
児
童
委
員
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、公
募
市
民
、子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
青
少
年
指
導
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
行
政
の
代

表
者
ら
14
人
で
構
成
）の
委
員

の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
や
住
民
み
な
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
行
動
計

画
の
作
成
に
向
け
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
市
の
内
部
で
組
織
し

て
い
る
行
動
計
画
策
定
作
業
部

会
に
お
い
て
、現
在
、子
育
て
に

対
し
て
課
題
や
問
題
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

 　

17
年
２
月
ご
ろ
に
は
、
計
画

案
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
、
交
野
市
も
少

子
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。先
の
市
民

の
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、「
保
育
の
充

実
」、「
親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ

る
場
の
整
備
お
よ
び
提
供
」が
主

だ
っ
た
要
望
２
項
目
と
し
て
、
あ

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。実
現
ま

で
に
は
、
長
い
時
間
が
必
要
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、
そ

れ
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
「
今
」そ
れ
が
必
要
な
子
ど
も

た
ち
と
、
要
望
を
実
現
す
る
た
め

の
時
間
。そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う

や
っ
て
埋
め
て
い
く
の
か
、
そ
の

あ
た
り
に
、
行
政
の
手
腕
が
問
わ

れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

特集　子育て環境の創出

今年2月のニーズ調査結果（抜粋）
問：子育てについて、不安を感じていますか。

非常に不安や負担を感じる 8.9%
なんとなく不安や負担を感じる 42.5%
あまり不安や負担などは感じない 31.5%
全く感じない 5.0%
なんともいえない（わからない） 10.6%
無回答 1.5%
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市政のうごき

留守家庭児童会
有料化

下水道料金の改定

　

市
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
学
校
の
放
課
後
時
間
、
仕
事

な
ど
の
理
由
に
よ
り
保
護
者
の
適

切
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
市
内

在
住
の
小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生

の
児
童
を
対
象
に
、
留
守
家
庭
児

童
会
を
開
設
し
、
無
料
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
第
３
回
市
議
会
定
例

会
（
９
月
６
日
〜
24
日
）で
、
有
料

化
を
含
め
た
条
例
制
定
が
承
認
さ

れ
、
17
年
４
月
か
ら
名
称
を
放
課

後
児
童
会
に
変
更
し
、
児
童
会
会

費
が
下
表
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
「
広
報

か
た
の
」12
月
１
日
号
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

17年4月以降の会費額
児童1人につき会費の月額

児童1人目の額 同一世帯で複数の児童が入会
するときの2人目以上の額

5,000円 2,500円
※ 生活保護世帯、就学援助費受給世帯、災害等に
より会費の納入が困難な世帯については、申請
により会費の減免を受けることができます。

※ 育成活動費（おやつ代、教材費等）月額3,000円
は会費に含まれていません。

　

第
３
回
市
議
会
定
例
会
（
9
月

6
日
〜
24
日
）で
下
水
道
使
用
料

の
改
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

継
続
審
議
と
な
り
、
引
き
続
き
検

討
・
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
交
野
の
恵
ま
れ
た
環

境
を
守
る
た
め
に
、
昭
和
42
年
か

ら
多
額
の
事
業
費
を
投
資
し
、
積

極
的
に
下
水
道
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
人
口
普

及
率
は
92
・
７
％
と
大
阪
府
内
で

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
15
年
度
で
は
費
用

よ
り
も
収
入
が
少
な
く
、
汚
水

処
理
経
費
14
億
２
６
６
２
万

各種委員会委員の
任命と選任

　市長は、10月 14日 ( 木 )、任期満了にと
もなう教育委員会委員に、羽石寛壽さん（妙
見東３）、松本雅文さん ( 枚方市宗谷２) を
任命（再任）しました。任期は 4年です。

　また、10 月 18 日
( 月 ) には、同じく
任期満了にともなう
固定資産評価審査委
員会委員に相馬明長
さん（私部１）を選
任（再任）しました。
任期は 3年です。

円
に
対
し
、
下
水
道
使
用
料
は

９
億
６
４
７
６
万
円
で
し
た
。こ

れ
は
汚
水
を
１
立
方
㍍
処
理
す

る
た
め
の
費
用
が
２
０
６
円
に
対

し
、
収
入
は
１
４
０
円
で
、
１
立

方
㍍
あ
た
り
66
円
の
赤
字
が
生
じ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
下
水

道
使
用
料
の
引
き
上
げ
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。下
水
道
事
業
の
公

共
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

下
水
道
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」10
月
１

日
号
の
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た「
市
議
会
議
長
・
副
議

長
・
監
査
委
員
決
ま
る
」の
𠮷

坂
泰
彦
議
員
の
会
派
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
無
会
派
」は
誤
り
で
、
正

し
く
は
「
市
民
ク
ラ
ブ
」で

す
。

　

深
く
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

広
聴
広
報
課

教育委員会委員
羽石寛壽さん

教育委員会委員
松本雅文さん

固定資産評価審査委員会
委員　相馬明長さん
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開 

会
セ
レ
モ
ニ
ー
（
10
：
00
〜　

ふ
れ
あ
い
広
場
〈
雨
天
時
1
階

ホ
ー
ル
〉）

　

 

開
会
式

　

 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
チ
ア
で
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　

 

交
野
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ス

テ
キ
な
演
奏

▼
模
擬
店
や
バ
ザ
ー
▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
会

　

 

お
で
ん
、
炊
き
込
み
ご
飯
、

焼
き
鳥
、
植
木
市
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
・
手
作
り
品
バ
ザ
ー

障
害
児（
者
）親
の
会

　
 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、あ
て
も
の
、

駄
菓
子

子
ど
も
の
事
故
予
防
コ
ー
ナ
ー

　

ク
イ
ズ（
景
品
あ
り
）

人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

人
権
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

３　

階

　

展
示
活
用
室

薬
剤
師
会
コ
ー
ナ
ー

　

 

薬
膳
料
理
・
薬
用
酒
試
飲
・
ス
ト

レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク
・
折
り
紙
・
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
・
大
人
用
紙
お

む
つ
サ
ン
プ
ル
、
先
着
２
０
０

人
に
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
折

り
紙
と
パ
ズ
ル
の
参
加
者
に
は

お
菓
子
を
進
呈

　

ホ
ー
ル

保
健
所
コ
ー
ナ
ー

　

 

薬
物
乱
用
防
止
パ
ネ
ル
展
示
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
性
感
染
症
情
報
・
タ

バ
コ
情
報
・
救
急
蘇
生
法
・
食
中

毒
情
報
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
情

報
・
結
核
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

調
理
実
習
室

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

 

自
分
た
ち
で
料
理
体
験
し
て
み

よ
う
（
11
：
30
〜
13
：
30
、
小

学
生
20
人
、
10
：
30
〜
調
理
室

前
で
受
け
付
け〈
保
護
者
同
伴
〉

エ
プ
ロ
ン
な
ど
は
不
要
）

　

や
す
ら
ぎ
の
間

野
菜
と
遊
ぼ
う

　

 

ク
イ
ズ・ト
ラ
ン
プ（
景
品
あ
り
）

障
害
児（
者
）親
の
会

　
　
　
　
　
　

き
さ
べ
作
業
所

　

 

マ
ド
レ
ー
ヌ
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ハ
ン
カ
チ
、
紙
製
品
バ

ザ
ー

障
害
児（
者
）親
の
会

　
　
　
　
　

い
わ
ふ
ね
作
業
所

　

 

花
の
苗
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ス

ナ
ッ
ク
、自
主
製
品
バ
ザ
ー

く 

ら
じ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

 

イ
カ
焼
き
、ク
ッ
キ
ー
、ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
、
紙
す
き
製
品
、

雑
巾

身 

体
障
害
者
福
祉
会

　

 

ビ
ー
ル
、酒
、お
茶
、ジ
ュ
ー

ス
、手
づ
く
り
品
バ
ザ
ー

や 

わ
ら
ぎ
授
産
所

　

 

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
焼
き
芋
、

花
の
苗
、自
主
製
品
バ
ザ
ー

母 

子
寡
婦
福
祉
会

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
バ
ザ
ー

星 

友
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

手
づ
く
り
品
バ
ザ
ー

シ 

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

ぜ
ん
ざ
い
、
手
づ
く
り
品
バ

ザ
ー

交 

野
自
立
セ
ン
タ
ー

　

手
づ
く
り
縫
製
品
バ
ザ
ー

ミ 

ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

　

 

う
ど
ん
、
衣
類
・
雑
貨
リ
サ

イ
ク
ル
品
バ
ザ
ー

　今年のテーマは、「こどもは　未来の　たか
らもの」～みんなが　子育て　応援隊～です。
　人形劇や移動ミュージアム、模擬店、バザー
など楽しい催しが盛りだくさんです。ご家族
そろってお越しください。
主 　催　交野市健康福祉フェスティバル実行
委員会

問 い合わせ　健康増進課（℡  893・6405）か、
交野市社会福祉協議会（℡  893・6400）

ふれあい広場
　今年もゆうゆうセンター東奥駐車場と
ボランティアセンター前で、各種団体の
模擬店やバザーなどの「ふれあい広場」を
開きます。

屋　

上

鉄
道
模
型
を
運
転
し
よ
う
！　

　
（ 

10
：
15
か
ら
整
理
券
を
配
布
）

４　

階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

歯
科
医
師
会
コ
ー
ナ
ー

　

 

歯
科
医
師
に
よ
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・

口
臭
チ
ェ
ッ
ク
・
口
腔
内
カ
メ

ラ
・
位
相
差
顕
微
鏡
・
手
形
コ
ー

ナ
ー
・
石
こ
う
人
形
色
付
な
ど

ビ
ッ
グ
バ
ン
が
や
っ
て
く
る

　

 

オ
ト
デ
ア
ソ
ボ
ウ
・
万
華
鏡
づ

く
り
・
コ
ド
モ
ー
ド

交野市　　　　　　　　
健康福祉フェスティバル
11月14日（日）午前10時～午後3時

ゆうゆうセンター
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こ 

ど
も
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

　

衣
類
・
日
用
品
バ
ザ
ー

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▲

（
12
：
00
〜
14
：
15
、特
設
ス
テ
ー

ジ
）

い
き
い
き
歌
体
操

　

 「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

紙
芝
居

　

 

朗
読「
あ
い
」

車
イ
ス
ダ
ン
ス

　

 「
矢
車
草
」

和
太
鼓
・
妙
見
星
太
鼓
演
奏
と

踊
り

　

 

き
さ
べ
作
業
所
・
く
ら
じ

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

▼
ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
マ
ッ
ト
▲

ホ 

ー
ム
明
星

　

 

綿
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
う
ど

ん
、
焼
き
そ
ば
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

イ
カ
焼
き
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、手
作
り
品
バ
ザ
ー

ケ 

ア
ハ
ウ
ス
き
ん
も
く
せ
い

　

い
な
り
寿
司
、沖
縄
菓
子

民 

生
児
童
委
員
協
議
会

　

み
た
ら
し
団
子

フ 

ォ
レ
ス
ト
倶
楽
部

　

パ
ン
、焼
き
菓
子

星 

の
町
キ
ラ
キ
ラ
作
業
所

　

手
作
り
品
バ
ザ
ー

テ
ィ
ン
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
品

ク 

ロ
ー
バ
ー
作
業
所

　

 

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
、
自
主
製

品
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
バ
ザ
ー

手 

話
サ
ー
ク
ル「
天
の
川
」

　

チ
ヂ
ミ

お知らせ
　ゆうゆうセンターは、
11月12日（金）～ 14日
（日）の間、健康福祉フェ
スティバル開催のため、
部屋の貸し出しは行いま
せん。（12日の交流ホー
ル・多目的ホールを除く）
また、11月14日（日）は、
部屋の申込受け付けは行
いませんのでご注意くだ
さい。
　なお、ゆうゆうセン
ターの駐車場は11月12
日（金）の午後5時以降は
駐車禁止です。

　

団
体
共
用
ル
ー
ム

 
喫
茶
マ
ド
レ
ー
ヌ

　

ひ
と
と
き
の
癒
し
タ
イ
ム

　

運
動
療
法
室

①
人
形
劇

　

 

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ
る
公

演「
だ
ぶ
だ
ぶ
」「
お
ど
れ
タ
ム
タ

ム
」（
10
：
30
開
演〈
定
員
あ
り
〉）

② 

食
育
出
張
講
座
「
親
子
で
食
を

考
え
よ
う
！
」

　

 

農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
の

柏
原
亨
さ
ん
に
よ
る
食
べ
物
か

ら
ウ
ン
コ
ま
で
の
楽
し
く
て
わ

か
り
や
す
い
お
話
（
13
：
30
〜

14
：
30
、親
子
40
組
先
着
順
）

　

学
び
の
部
屋
①
②

　

 

星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
囲
碁
将

棋
コ
ー
ナ
ー

　

学
び
の
部
屋
③

　

 

朗
読
グ
ル
ー
プ「
あ
い
」視
覚
障

害
者
、高
齢
者
へ
の
対
面
朗
読

２　

階

　

ホ
ー
ル

 

校
区
福
祉
委
員
会
コ
ー
ナ
ー
・
子

育
て
サ
ー
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　

紹
介
と
簡
単
手
遊
び

見
て
く
だ
さ
い
！

　

 「
交
野
市
次
世
代
育
成
支
援
計

画
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

　

ホ
ー
ル
横
個
室

身
体
障
害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

お
年
寄
り
健
康
教
室

　

体
験
学
習
室

ジ
ュ
ニ
ア
３
ピ
ッ
ク

　

 

６
種
の
競
技
（
ダ
ー
ツ
・
釣
り
・

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ
・
片
足

ジ
ャ
ン
プ
・
反
復
横
と
び
）の
得

点
で
商
品
ゲ
ッ
ト
！
（
10
：
30
・

12
：
00
・
13
：
30
、小
学
生
以
下
）

ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

　

集
団
指
導
室

ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
・
缶
バ
ッ
チ

　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

な
ぞ
な
ぞ
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

 

赤
ち
ゃ
ん
人
形
の
抱
っ
こ
や

妊
婦
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
体
験
。赤

ち
ゃ
ん
や
こ
ど
も
に
関
す
る
ク

イ
ズ（
景
品
あ
り
）

　

親
子
健
康
教
室

キ
ッ
ズ
計
測

 　

 

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
の
身
長
体

重
計
測

こ
ど
も
相
談

　

心
配
な
こ
と
、な
ん
で
も
相
談

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

 

星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
手
づ
く

り
作
品
展

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
前

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
品
展

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
２
階

各
種
計
測

　

 

身
体
・
体
脂
肪
・
血
圧
・
視
力
・
体

力
測
定
、
検
尿
、
健
康
相
談（
内

科
・
小
児
科
）

骨
密
度
検
査

　

 

18
歳
以
上
１
５
０
人
、
心
電
図

検
査
室
前
で
整
理
券
を
配
布

　　

１　

階

　

ホ
ー
ル

交
野
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会

　

11
：
00
〜
・
14
：
00
〜　
　

　

作
業
療
法
室

　

 

機
能
訓
練
参
加
者
の
作
品
展
示

と
即
売
会

　

医
療
監
室

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
展

示
コ
ー
ナ
ー

　
 

介
護
の
相
談
、
福
祉
用
具
の
展

示

　

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

障
害
に
関
す
る
な
ん
で
も
相
談

　

正
面
玄
関
前

　

 

救
急
車
の
展
示
、
枚
方
警
察

に
よ
る
白
バ
イ
隊
・
障
害
者
向

け
改
造
車
の
展
示
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
13
：
00
〜
14
：
30
、
雨

天
時
、
白
バ
イ
隊
は
中
止
。変

わ
り
に
ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
展
示
）

い
き
い
き
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー

整理券の
発行時間
  9：50
10：20
11：00
11：30
13：00
14：00
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第
二
京
阪
道
路（
愛
称「
緑
立
つ
道
」）は
、
大
阪
と
京
都
を
結
ぶ
大

規
模
幹
線
道
路
で
、
国
道
１
号
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
は
か
り
、
京

滋
バ
イ
パ
ス
、
近
畿
自
動
車
道
な
ど
と
接
続
し
、
近
畿
全
体
を
結
ぶ

広
域
交
通
網
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
と
日
本
道

路
公
団
に
よ
っ
て
、
事
業
が
進
め
ら
れ
、
平
成
19
年
度
末（
平
成
20
年

春
ご
ろ
）の
開
通
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
倉
治
と
星
田
の
両
地
域
２
か
所
で
工
事
が
着
工
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
工
事
の
概
要
と
工
事
期
間
中
の
安
全
対
策
や
環
境
対

策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

第
二
京
阪
道
路
対
策
室（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

し
て
い
ま
す
。

工
事
車
両
の
通
行
は
、
通
学
時
間

と
重
な
り
、危
険
じ
ゃ
な
い
の
？

　

作
業
時
間
は
午
前
８
時
〜
午
後

６
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
登

校
時
間
の
午
前
８
時
30
分
ご
ろ

ま
で
は
、
工
事
現
場
で
の
準
備
作

業
な
ど
に
あ
て
、
そ
の
後
に
工
事

車
両
の
通
行
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。下
校
時
に
つ
い
て
は
、
児
童

や
生
徒
の
下
校
時
間
が
不
規
則
な

た
め
、
主
要
な
交
差
点
に
交
通
整

理
員
を
配
置
す
る
な
ど
の
安
全
対

策
に
努
め
ま
す
。

工
事
中
は
う
る
さ
く
な
い
の
？

　

工
事
用
機
械
は
、
騒
音
や
振
動

を
で
き
る
限
り
抑
制
し
た
も
の
を

使
用
し
ま
す
。ま
た
、
工
事
場
所

は
囲
い
で
覆
い
、
特
に
住
宅
地
付

近
は
防
音
性
に
優
れ
た
囲
い
で
覆

い
ま
す
。

工
事
車
両
は
ど
こ
を
通
る
の
？

　

原
則
と
し
て
国
道
・
府
道
な
ど

幹
線
道
路
を
通
行
し
ま
す
。ま
た
、

事
業
用
地
内
な
ど
に
工
事
用
車

両
の
通
行
路
を
設
け
て
通
行
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。な
お
、
一
部

地
域
で
は
幹
線
道
路
以
外
の
道
路

（
市
道
）を
資
材
搬
入
路
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
搬
入
時
は
交

通
誘
導
員
を
配
置
し
、
安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。

工
事
中
、
第
二
京
阪
道
路
と
交
差

す
る
道
路
は
通
行
で
き
る
の
？

　

通
行
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

に
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

た
だ
し
、
工
事
の
進
捗
状
況
に

よ
っ
て
は
、
迂
回
路
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

第
二
京
阪
道
路
の
工
事
車
両
と
そ

の
他
の
一
般
工
事
車
両
と
見
分
け

が
つ
く
の
？

　

一
般
工
事
車
両
と
見
分
け
が
つ

く
よ
う
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
や
三
角
旗

な
ど
を
つ
け
ま
す
。

工
事
車
両
の
交
通
マ
ナ
ー
は
徹
底

で
き
る
の
？

　

運
転
手
に
、
積
載
重
量
や
運
行

速
度
な
ど
道
路
交
通
法
の
順
守
は

も
ち
ろ
ん
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
空

ふ
か
し
の
禁
止
な
ど
交
通
マ
ナ
ー

の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

工
事
中
の
大
雨
は
大
丈
夫
？

　

工
事
区
域
ご
と
に
沈
砂
池
や
小

規
模
な
調
整
池
な
ど
を
設
け
、
濁

水
処
理
や
排
水
調
整
を
行
い
ま

す
。

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

　

浪
速
国
道
事
務
所

工
事
は
連
日
行
わ
れ
る
の
？

　

原
則
と
し
て
日
曜
日
・
祝
祭
日

は
休
み
ま
す
。ま
た
、
作
業
時
間

は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
を
予
定

第二京阪道路の工事が着工

完成イメージ

寝屋川市寝屋付近
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工事名：第二京阪（大阪北道路）倉治地区下部その他工事
工　期：平成18年3月10日まで
工事場所：交野市東倉治～青山地先（倉治地域図参照）
工事延長：約840㍍
発注者：国土交通省近畿地方整備局浪速国道事務所（℡  833・0261）
請負者：熊谷・青木あすなろ特定建設工事共同企業体（℡  892・2412）
　　　　（現場事務所：交野市倉治1丁目608－1）

工事名：第二京阪（大阪北道路）星田地区改良工事
工　期：平成18年3月10日まで
工事場所：交野市星田～寝屋川市寝屋地先（星田地域図参照）
工事延長：約670㍍（一部寝屋川市域を含む）
発注者：国土交通省近畿地方整備局浪速国道事務所（℡  833・0261）
請負者：西松建設株式会社（℡  810・8501）
　　　　（現場事務所：交野市星田北7丁目3658－1）

倉治地域

星田地域

〈寝屋川市との境界付近の断面図〉
←星田駅 三井団地（寝屋川市）→

〈源氏池付近の断面図〉
←交野山 交野久御山線→

倉治地域図　

　星田地域図
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ふるさとの自然を守る
クリーングリーン作戦

参加者大募集！ 
11月 21日（日）

　

今
年
で
27
回
目
と
な
る
ク
リ
ー

ン
グ
リ
ー
ン
作
戦
は
、「
ご
み
捨
て

ぬ
、心
が
育
て
る
豊
か
な
自
然
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
21
日
（
日
）

市
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
（
交
野
山
ブ

ロ
ッ
ク
・
く
ろ
ん
ど
園
地
ブ
ロ
ッ

ク
・
ほ
し
だ
園
地
ブ
ロ
ッ
ク
）12

ル
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
山

地
の
清
掃
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ル
ー
ト
別
の
集
合
場
所
と
時
間

交野山ブロック（集結地：いきものふれあいセンター〈本部設置〉）

集合場所・時間 ルート 参加地区

倉治公民館
10：30

① 源氏の滝～いきものふ
れあいセンター

倉治・浜の池② 交野カントリー管理道
路～いきものふれあい
センター

第二中学校
9：50

③ 倉治公民館で合流し、
①・②～いきものふれ
あいセンター

郡津・松塚・梅が枝・
幾野

くろんど園地ブロック（集結地：くろんど園地キャンプ場前広場）

集合場所・時間 ルート 参加地区

井手之内会館
9：50

④ 天田神社～傍示～くろ
んど園地 私市

私部会館
9：50

⑤ かいがけの道～傍示～
くろんど園地

私部・駅前住宅・青
山・行殿・向井田・
柴野

寺会館
10：20

⑥ かいがけの道～傍示～
くろんど園地

寺・傍示（途中で合
流）

天田神社
10：20 ⑦傍示～くろんど園地 森・天野が原町

私市駅前
9：50

⑧ 金剛（月の輪）の滝～
くろんど園地 私市山手

ほしだ園地ブロック（集結地：ほしだ園地わんぱく広場・管理棟横）

集合場所・時間 ルート 参加地区

妙見河原
（妙見坂小学校西）

10：10

⑨ 妙見川沿い～ほしだ園
地 星田・南星台

私市橋東側
（天野川）

10：20

⑩ 私市橋～日の出橋～星
の里いわふね～ほしだ
園地

藤が尾・妙見坂

妙見東沈砂池
（星の池公園）

10：20

⑪ 妙見東沈砂池～ほしだ
園地 妙見東

どんぐり
チビッコ広場

9：50

⑫ 傍示川緑地～ほしだ園
地 星田山手・星田西

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。参
加
さ

れ
る
人
は
弁
当
・
水
筒
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。ご
み
袋
や
昼
食
の

補
食（
お
で
ん
）は
準
備
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
市
山
地
対
策

協
議
会
事
務
局（
市
民
活
動
推
進

課
内　

℡  
８
９
２・０
１
２
１
）

※ 

雨
天
中
止
の
場
合
は
、
当
日
午

前
９
時
に
防
災
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

八
葉
蓮
華
寺（
傍
示
）の
ご
好
意
で
、重
要
文
化
財「
快

慶
作
・
阿
弥
陀
如
来
立
像
」を
、ク
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
作

戦
終
了
後
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
特
別
に
公
開
（
無
料
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

重要文化財の
特 別 公 開

昨年のクリーングリーン作戦の様子

市政のうごき
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人
権
と
平
和
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
、
人
権
が
尊
ば
れ
平
和
な
社

会
を
築
く
主
役
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
た

め
、
人
権
週
間
の
記
念
行
事
を
開

催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と 　

き　

12
月
4
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
（
開
場
は
午
後

1
時
）

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
4

階　

交
流
ホ
ー
ル

入 

場
料　

無
料（
手
話
・
要
約
筆
記

通
訳
あ
り
）

主 　

催　

市
・
市
教
育
委
員
会
・
市

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
・
市
事

業
所
人
権
推
進
連
絡
会
・
市
人

権
擁
護
委
員
会

問 

い
合
わ
せ　

人
権
教
育
指
導
室

（
℡  
８
１
０
・
０
５
３
０
）

人権週間記念事業

響け！歌え！語れ！
人 権・平 和 の 祈 り

「オペラのなかの個々の光彩」
～その時、人はなにを大切にしたか～

　プログラム
13：30  オープニング

開会宣言・あいさつ
13：45  和太鼓演奏

 きさべ作業所・くらじワークセンター和太
鼓グループ

14：00  コンサート
第1部「日本の歌になった外国曲」「日本歌曲」
第2部「クラシック音楽」

16：00 閉　会

ご存じですか？
女性の人権ホットライン
　夫やパートナーからの暴力、職場で
のセクシャル・ハラスメント、ストー
カー行為などの人権問題について、専
門の相談員が悩みに応じます。
　一人で悩まずに気軽にお電話くださ
い。相談内容や個人のプライバシーは
固く守られます。
と 　き　11月21日（日）午前10時～
午後5時

電話番号　06・6942・1238
主 　催　大阪法務局、大阪府人権擁護
委員連合会、大阪人権啓発活動ネッ
トワーク協議会

問 い合わせ　人権政策室（℡  892・
0121）

特
設
人
権
相
談

　

世
界
中
で
人
権
に
関
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
る
12
月
10
日

の
「
人
権
デ
ー
」に
あ
わ
せ
て
、

日
本
で
は
、
毎
年
12
月
4
日
か

ら
10
日
ま
で
を「
人
権
週
間
」と

定
め
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
人
権
擁
護
委
員
と
人
権

相
談
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
、
家
庭
・
近
隣
関

係
や
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
人

権
に
関
わ
る
身
近
な
問
題
や
悩

み
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

内
容
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と 

き
・
と
こ
ろ

① 

12
月
２
日（
木
）午
後
２
時
〜

４
時
30
分
、
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー

② 

12
月
４
日（
土
）午
後
１
時
30

分
〜
３
時
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
２
階　

個
別
相
談
室

相
談
員　

①
人
権
擁
護
委
員

②
人
権
相
談
員

問 

い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

和
太
鼓
演
奏

　

結
成
12
年
目
を
迎
え
、
２
年

前
か
ら
は
、
く
ら
じ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
も
参
加
し
て
練
習
に
熱
が

入
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
、「
鳴
島
」

「
三
宅
島
太
鼓
」な
ど
を
思
い
き
り

楽
し
ん
で
た
た
き
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト

　

親
し
み
深
い
日
本
の
歌
曲
の
背

景
や
西
洋
の
オ
ペ
ラ
な
ど
、
音
楽

に
込
め
ら
れ
た
人
間
の
思
い
や
願

い
を
、
第
一
線
で
活
躍
中
の
声
楽

家
や
演
奏
家
が
披
露
し
ま
す
。

第
１
部　

蛍
の
光
、荒
城
の
月
な
ど

第 

２
部　

オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」よ
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
５
番
な
ど

▽ 

声
楽
家　

森
池
日
佐
子
（
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
）・
藤
原
道
代（
ソ
プ

ラ
ノ
）・
橘
茂（
バ
リ
ト
ン
）

▽ 

演
奏
家　

谷
川
千
尋
（
バ
イ

オ
リ
ン
）・
中
山
由
佳
理（
チ
ェ

ロ
）・
福
島
真
菜（
ピ
ア
ノ
）

▽
司
会
・
解
説　

松
本
城
洲
夫きさべ作業所・くらじワーク

センター和太鼓グループ

松本城洲夫さん 森池日佐子さん
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　 電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　幼児対策室、会計室、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡ 891・2031
あいあいセンター ℡891・9955
　商工観光課 ℡891・9955
ゆうゆうセンター ℡ 893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡ 893・6400

　健康増進課 ℡ 893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課、
　人権教育指導室 ℡810・0530

　学務課、指導課 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

　

　

重
要
文
化
財
山
添
家
住
宅

　

一
般
公
開
を
中
止

　

こ
れ
ま
で
毎
月
第
３
火
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時
の
間
、
一
般
公

開
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
当

分
の
間
、公
開
を
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

文　

化

　

青
年
の
家
図
書
室

　

開
館
時
間
の
変
更

　

文
化
祭
開
催
に
と
も
な
い
、
11

月
５
日
（
金
）
の
閉
館
時
間
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
〝
星
の
ま
ち
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
〞
恒
例

の
鉄
道
模
型
が
今
年
も
快
走
し
ま
す
。

　

秋
の
一
日
、
鉄
道
模
型
で
存
分
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

11
月
20
日
（
土
）
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

と 

こ
ろ　

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
ベ
ガ
ホ
ー

ル
・
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

※ 

Ｎ
・
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
の
模
型
車
両
の
持
ち

込
み
は
、
管
理
運
営
上
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。プ
ラ

レ
ー
ル
車
両
の
持
ち
込
み
は
可
能
で
す
。

※ 

会
場
に
は
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
車
・
自
転
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

㈶
交
野
市
体
育
文
化
協
会

事
務
局（
青
年
の
家
内
）

文　化
　 青年の家図書室開館時間変更
　 山添家住宅一般公開中止
　 市指定文化財出土遺物一般公開

  鉄道模型に親しもう
  お正月の着付け・いけ花教室

﹇
通 

常
﹈午
後
７
時
ま
で

　
　
　
　
　
　

⇦

﹇
変 

更
﹈午
後
５
時
ま
で

　

ま
た
、11
月
４
日（
木
）〜
９
日

（
火
）は
、
青
年
の
家
２
階
読
書
室

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館
、
青

年
の
家
図
書
室

鉄
道
模
型
に
親
し
も
う
in
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

16.07.01(12）
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市
指
定
文
化
財
の
仏
像
や

　

出
土
遺
物
を
一
般
公
開

　

文
化
財
事
業
団
は
、
交
野
の
素

晴
ら
し
い
文
化
財
を
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

市
指
定
文
化
財
の
仏
像
や
出
土
遺

物
を
、
所
有
者
や
管
理
者
ら
の
ご

協
力
に
よ
り
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
遺
産
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

と 　

き　

11
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

各
寺
院
と
関
西
電
力

枚
方
変
電
所（
東
倉
治
）

申 

し
込
み　

当
日
各
寺
院
へ
直

接
（
関
西
電
力
枚
方
変
電
所
の

出
土
遺
物
の
見
学
は
予
約
が

必
要
）

※ 

出
土
遺
物
の
見
学
を
希
望
す

る
人
は
、11
月
19
日（
金
）正
午

ま
で
に
文
化
財
事
業
団
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

同
事
業
団

お正月の着物着付・いけ花教室

［着物着付教室］

と 　き　12 月 18 日（土）・19 日（日）午前 10
時～正午
ところ　武道館　第 1・第 2作法室
内　容　正月用の着物の着こなし
対　象　市内在住・在勤の女性
定　員　20人（モデルの同伴可）
参加費　2,600 円（2日分）
　　　　1,300 円（1日分）
※ 原則として 2日間の受講
です。
持 ち物　着物・帯一式・小
物
講　師
　野田文代さん
　川勝ひろみさん

［いけ花教室］

と　き　12月 26日（日）午前 10時～正午
ところ　武道館　第 1・第 2作法室
内　容　正月用いけ花のいけ方
　　　　①盛花コース②若松コース
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　20人
参 加費　① 2,500 円
　　　　② 3,500 円
※いずれも材料費を含みます。
持ち物　はさみ、花カッパ
講　師　大門綾子さん

〔
仏　

像
〕

▽
十
一
面
観
音
立
像（
星
田
寺
）

　

＝
星
田
２
ー
６
ー
７

　

 

平
安
時
代
後
期
の
作
。藤
原
様

式
を
も
ち
、
市
内
で
は
獅
子
窟

寺
の
薬
師
如
来
坐
像
に
つ
い

で
古
い
時
期
の
仏
像
の
一
つ

で
す
。像
高
１
４
３
㌢
。

▽ 

薬
師
如
来
立
像
（
薬
師
寺
）　

＝
星
田
１
ー
21
ー
12

　
 

等
身
大
の
堂
々
と
し
た
姿
に

つ
く
ら
れ
、
厨ず

し子
の
中
に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。室
町
時
代
後

期
の
制
作
と
み
ら
れ
ま
す
。像

高
１
５
８
㌢
。

▽ 

千
体
仏（
薬
師
寺
）

　

＝
星
田
１
ー
21
ー
12

　

 

薬
師
如
来
・
地
蔵
菩
薩
な
ど
、

像
高
４
・
１
㌢
〜
15
㌢
の
坐
像

や
立
像
な
ど
６
７
１
体
。ほ
と

ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
の
一
木
彫
り
。

▽ 

如
意
輪
観
音
坐
像（
廃
千
手
寺
）

＝
私
市
３
ー
14
ー
１

　

 

静
か
な
面
相
や
装
飾
的
で
や

や
厚
め
の
衣
文
の
彫
法
か
ら
、

室
町
時
代
の
制
作
と
み
ら
れ

ま
す
。
神
聖
な
木
で
つ
く
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。像
高

31
・
１
㌢
。

▽ 

聖
観
音
立
像
（
廃
千
手
寺
）　

＝
私
市
３
ー
14
ー
１

　

 

修
復
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
衣
文

を
省
略
し
た
簡
素
な
彫
法
な

ど
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
制

作
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。像
高

31
・
１
㌢
。

〔
出
土
遺
物
〕

▽ 

倉
治
古
墳
出
土
遺
物
（
関
西
電

力
枚
方
変
電
所
）

　

＝
東
倉
治
３
ー
１

　

 

昭
和
26
年
、
関
西
電
力
枚
方
変

電
所
の
造
成
工
事
の
際
に
発

見
さ
れ
た
８
基
の
横
穴
式
古

墳
（
の
ち
に
「
倉
治
古
墳
群
」

と
命
名
）
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も

の
で
す
。公
開
す
る
主
な
も
の

は
、
古
墳
時
代
後
期

の
遺
物
が
中
心
で
、

鉄
刀
や
鉄て
つ
ぞ
く鏃
な
ど
の

武
器
、
鉄て
つ
が
ま鎌
や
刀と
う
す子

な
ど
の
農
工
具
、
金

環
・
勾ま
が
た
ま玉
・
切
子

玉
な
ど
の
装
飾
品
、

須す

え恵
器
や
土は

じ師
器
な

ど
の
土
器
類
で
す
。

申 し込み・問い合わせ　11月10日（水）～30
日（火）に、㈶体育文化協会事務局（青年の家内）
※電話での申し込みも可能です。
※ 締め切り日までに定員を超えた場合は抽選と
なります。
※最少催行人数は 10人です。
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教　育
　 青少年健全育成標語
　 全国青少年健全育成強調月間
人　権
　 国立ハンセン病療養所現地研修会
　 エンパワメント講座
　 女性のための相談窓口

  放課後児童会指導員募集
  青少年コーナー

教　

育

　

全
国
青
少
年
健
全

　

育
成
強
調
月
間

　

11
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
で
す
。こ
れ
は
家
庭·

学
校·

職
場
お
よ
び
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
を
集
中
的
に
実

施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

未
来
を
つ
く
る
青
少
年
が
す
こ

や
か
に
育
つ
た
め
に
、

■ 

市
民
と
し
て
、
地
域
と
し
て
身

近
な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う

① 

近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ

つ
の
声
を
か
け
ま
し
ょ
う

② 

清
掃
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地

域
活
動
に
は
親
子
で
参
加
し
ま

し
ょ
う

③ 

協
力
し
て
良
い
社
会
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

■ 

親
と
し
て
温
か
な
家
庭
を
つ

く
り
、
愛
情
を
も
っ
て
わ
が
子

を
育
て
、
豊
か
な
心
を
育
み
ま

し
ょ
う

① 

乳
児
期
＝
安
心
感
を
与
え
る
よ

う
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
愛
情
を

注
ぎ
ま
し
ょ
う

② 

幼
児
期
＝
基
本
的
な
生
活
を
身

に
つ
け
て
い
く
よ
う
、
が
ま
ん

強
く
導
き
ま
し
ょ
う

③ 
学
童
期
＝
学
校
生
活
や
友
だ
ち

づ
き
あ
い
の
中
で
勤
勉
さ
、
た

く
ま
し
さ
、
優
し
さ
を
培
う
よ

う
、的
確
に
導
き
ま
し
ょ
う

④ 

思
春
期
＝
心
と
身
体
の
不
安
を

乗
り
越
え
て
、
自
己
を
確
立
し

て
い
く
よ
う
に
、
温
か
く
励
ま

し
ま
し
ょ
う

　

青
少
年
に
関
し
て
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
下
表
参
照
） 

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

青
少
年
健
全
育
成
の

　

入
選
標
語
決
ま
る

「
勇
気
だ
し

　
　
　

か
け
よ
う

　
　
　
　
　

愛
の
ひ
と
言
を
」　

　

市
青
少
年
指
導
員
会
で
は
、
11

月
の
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
標
語

を
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集

し
、そ
の
結
果
、東
千
代
さ
ん（
星

田
西
）
の
「
勇
気
だ
し　

か
け
よ

う　

愛
の
ひ
と
言
を
」
を
優
秀
作

品
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

同
作
品
を
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
地
域
に
掲
示
し
ま
す
。

　

多
数
の
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご

  
青少年に関すること
　市青少年指導員会

（事務局：青少年育成課）℡ 892·7721　 月～金   9：00～ 17：00 

　大阪府中央子どもセンター
　青少年相談コーナー

（北河内府民センタービル内）
℡ 844·1331 月～金   9：00～ 17：45

　ユースサービス
　大阪青少年相談センター ℡ 06·6944·3434 月～金   9：15～ 18：00

教育に関すること
　市教育センター教育相談センター

（長宝寺小学校内）℡ 892·8203 月～金 10：00～ 16：30

　すこやか教育相談
（さわやかホットライン）℡ 06·6607·7362 月～金   9：30～ 17：30

子育て・児童虐待に関すること
　寝屋川子ども家庭センター
　青少年相談コーナー ℡ 828·0161 月～金   9：00～ 17：45

　児童虐待防止協会
（子ども虐待ホットライン）℡ 06·6762·0088 月～金 11：00～ 17：00

少年非行に関すること
　グリーンライン ℡ 06·0772·7867 月～金   9：00～ 17：45
　守口少年サポートセンター ℡ 06·6993·0900 月～金   9：00～ 17：45
　枚方警察署 ℡ 845·1234 随　時
　星のまち交番 ℡ 893·9982 随　時

  

放
課
後
児
童
会

指
導
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
募
集

業 

務
内
容　

児
童
会
指
導
員
の

補
助

雇
用
開
始　

17
年
４
月
か
ら

勤
務
場
所　

市
内
の
児
童
会

対 　

象　

50
歳
ま
で
で
子
ど
も

が
好
き
な
人

募
集
人
数　

若
干
名

賃 　

金　

１
時
間=

８
４
０
円

（
１
日
約
３
〜
５
時
間
勤
務
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11

月
25
日
（
木
）
ま
で
に
履
歴
書

を
持
っ
て
青
少
年
育
成
課

ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
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女性のための相談窓口
　ドメスティック · バイオレンス（DV）で悩んでい
ませんか？
　以下の窓口で、DVをはじめとするさまざまな女性
の悩みの相談を受け付けています。

交
野
市

▽  面接相談（要予約）
毎月第 2木曜日  14:00 ～ 16:30
あいあいセンター

問 い合わせ　市人権政策室
　（℡   892・0121　℻   891・5046）

寝
屋
川
市

▽フェミニスト・カウンセリング〈面接相談〉
（要予約）
月曜日   9:30 ～ 12:40
水曜日 13:30 ～ 15:30

▽フェミニスト・カウンセリング〈電話相談〉
金曜日 13:00 ～ 17:00（受付は 16:30 まで）
℡   832・7887

問 い合わせ　男女共同参画推進センター
　 （ふらっとねやがわ）
　（℡   832・5580　℻   802・8350）

枚
方
市

▽電話相談
　月曜日 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
　木曜日 13:00 ～ 16:00、17:00 ～ 21:00
　TEL843・7860

▽面接相談（要予約）
水曜日 13:00 ～ 21:00
金曜日 10:00 ～ 17:00

▽情報提供
月・水・木・金曜日 9:30 ～ 21:00
土・日曜日 9:30 ～ 17:00

※祝日はいずれも 17:00 まで
問 い合わせ　枚方勤労者総合福祉センター（メセ
ナひらかた）

　（℡   843・5551　℻   843・5700）

人　

権

 
　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病

　

療
養
所
現
地
研
修
会

と　

き　

11
月
15
日（
月
）

※ 

集
合
〈
午
前
７
時
〉・
解
散
〈
午

後
７
時
30
分
〉
は
私
部
公
園
駐

車
場
で
、
交
通
手
段
は
大
型
バ

ス
を
利
用
し
ま
す
。

研 

修
先　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
邑
久
光
明
園
（
岡
山
県
邑

久
郡
邑
久
町
虫
明
） 

内 　

容　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
研

修
会

対
象
・
定
員　

市
民
先
着
20
人

参
加
費　

無
料

※ 

昼
食
代
は
実
費
（
１
０
０
０
円

〜
１
５
０
０
円
程
度
）

主 　

催　

市
人
権
啓
発
推
進
協

議
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室
（
℻  
８
９
１
・ 

５
０
４
６　

e-m
ail:jinken

@
city.katano.osaka.jp

）

　

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
講
座

と 　

き　

12
月
９
日
（
木
）
午
前

　

新
聞
の
読
者
の
声
欄
に
は
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
感
心
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
大
変
参
考

に
な
る
こ
と
な
ど
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

先
日
も
、
父
親
の
勤
務
で
数
年

間
ア
メ
リ
カ
生
活
し
た
小
学
校
５

年
生
の
男
子
生
徒
が
教
室
で
見
た

出
来
事
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
じ

め
に
あ
っ
た
話
で
す
。
い

じ
め
ら
れ
た
子
は
最
初
少

し
反
発
し
ま
し
た
が
、
よ

け
い
い
じ
め
ら
れ
、
泣
き

べ
そ
を
か
き
な
が
ら
先
生

に
告
げ
ま
し
た
。
そ
の
時

先
生
は〝
な
ぜ
逃
げ
な
か
っ

た
の
〞
と
な
じ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
た

彼
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
子

が
な
ぜ
戦
わ
な
い
の
か
不

思
議
に
思
う
と
と
も
に
、

先
生
の
態
度
に
疑
問
を
持

ち
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
ん
な
場
合

い
じ
め
っ
子
に
対
し
て
徹
底
し
て

対
抗
し
、
決
し
て
後
に
引
か
な
い

の
だ
そ
う
で
す
。
誰
に
も
言
わ
な

い
、誰
に
も
頼
ら
な
い
、最
後
ま
で

当
人
同
士
で
決
着
を
つ
け
る
そ
う

で
す
。

　
〝
い
じ
め
〞
は
、
い
じ
め
ら
れ
る

側
に
も
責
任
が
あ
る
、
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
じ
め
る
側
が
絶

対
に
悪
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
他
人
が
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
の
を
見
て
も
無
関
心
で
あ
っ

た
り
、
単
な
る
傍
観
者
で
あ
っ
た

り
す
る
子
ど
も
が
多
い
の
も
問
題

で
す
。

　

こ
れ
で
は
、
い
じ
め
は
な
く
な

ら
な
い
し
、
い
じ
め
を
容
認
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
大
人
も
、
こ

の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇

し
た
と
き
、
い
じ
め
っ
子

を
短
絡
的
に
叱
る
の
で

は
な
く
、
冷
静
に
状
況
を

把
握
し
、
寛
容
な
気
持
ち

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

青
少
年
指
導
員
会
は
、

日
ご
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
行
事
で
、
子
ど
も
た

ち
、
青
少
年
た
ち
と
交
流

し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
う

ご
き
、
笑
う
子
ど
も
た
ち
を
見
る

に
つ
け
、
本
当
に
心
が
癒
さ
れ
ま

す
。

　

指
導
員
会
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
な
い

明
る
い
社
会
を
作
っ
て
行
き
た
い

と
願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

出
来
事
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

に
告
げ
ま
し
た
。
そ
の
時

彼
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
子

が
な
ぜ
戦
わ
な
い
の
か
不

先
生
の
態
度
に
疑
問
を
持

ら
な
い
し
、
い
じ
め
を
容
認
し
て

　

わ
れ
わ
れ
大
人
も
、
こ

把
握
し
、
寛
容
な
気
持
ち

と
が
大
切
で
す
。

　

青
少
年
指
導
員
会
は
、

ご
き
、
笑
う
子
ど
も
た
ち
を
見
る

青少年コーナー
「若者と共に前進を」

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

ベ
ガ
ホ
ー
ル

内 　

容　

コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
つ

か
っ
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
め
ざ

し
ま
す

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

は
さ
み
、の
り

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、11
月
10
日（
水
）ま
で

に
〒
５
７
６
ー
８
５
０
１　

交
野
市
人
権
政
策
室

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室
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環　境
　 「（仮称）かたの環境ネットワーク」

スポーツ
　 トレーニング講習会
　 雪国体験教室
　 グラウンド · ゴルフ講習会

選　挙
　 農業委員会委員選挙

  成人式
  まちづくりラウンドテーブル
  明るい選挙啓発ポスター入賞作品
　　

 

環　

境

　
「（
仮
称
）か
た
の

　

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

設
立
準
備
会

　

市
民
や
有
志
か
ら
な
る
環

境
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
メ
ン

バ
ー
が
、〝
環
境
に
か
か
わ
る
活

動
情
報
の
交
流
〞
と
〝
相
互
支
援

し
て
い
く
負
担
の
か
か
ら
な
い

中
間
組
織
〞
を
主
な
柱
と
す
る
市

民
主
導
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
設
立
の
準
備
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
環
境
活
動
団
体
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と 　

き　

11
月
18
日
（
木
）
午
後

7
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

会
議
室

呼 
び
掛
け
人　

準
備
会
世
話
人

代
表　

佐
藤  

秀
夫
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

電
話

で
、
11
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
、

活
動
団
体
名
、代
表
者
名
、連
絡

先
、活
動
内
容
を
環
境
保
全
課

ス
ポ
ー
ツ

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

12
月
〜
３
月

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利

用
す
る
人
は
、
こ
の
講
習
会
を

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
内
容　

下
表

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交

野　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対 　

象　

健
康
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
可
能
な
16
歳
以
上
の
人

※ 

18
歳
未
満
の
人
は
、
保
護
者
の

同
意
署
名
（
左
記
参
照
）
が
必

要
で
す
。

定　

員　

先
着
各
10
人

受
講
料　

５
０
０
円

受
講
当
日
必
要
な
も
の

　

 

受
講
料
、印
鑑
、写
真（
タ
テ
３

㌢
×
ヨ
コ
２
・
５
㌢
）、
筆
記
用

具
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

（
室
内
用
）、ウ
エ
ア
、タ
オ
ル

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11

月
15
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

か
ら
電
話
で
わ
く
わ
く
プ
ー

ル（
℡
８
９
４
・
１
１
８
７
）

※ 

65
歳
以
上
、
ま
た
は
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
（
特
別
利
用
）
は

証
明
で
き
る
も
の
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 
毎
週
火
曜
（
祝
日
の
と
き
は
翌

日
）と
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。

  

＜受講同意書みほん＞
受講同意書

～トレーニング講習会～

　私は、トレーニングが可能な
健康状態であり、自らの責任にお
いて健康管理を行い、安全面に充
分配慮した上で受講することに
同意いたします。受講中の自己の
責による事故等については、主催
者に一切異議を申し立てません。

平成　　年　　月　　日
㈶交野市体育文化協会　様
受講者氏名　　　　　　印　
保護者氏名　　　　　　印　

  トレーニング講習会の日程
開　　催　　日 時　　間

12　

月

日 5・12・19
13：15～ 14：30

月 6・20
水 1・15

18：45～ 20：00
木 2・16
金 3・17
土 4・18

１　

月

日 9・16・23・30
13：15～ 14：30

月 17
水 19

18：45～ 20：00
木 6・20
金 7・21
土 15

２　

月

日 6・13・20・27
13：15～ 14：30

月 7・21
水 2・16

18：45～ 20：00
木 3・17
金 4・18
土 5・19

３　

月

日 6・13・20・27
13：15～ 14：30

月 7・21
水 2・16

18：45～ 20：00
木 3・17
金 4・18
土 5・19

成
人
式

　

成
人
式
は
、「
成
人
の
日
」
に

あ
た
り
、
新
成
人
と
な
る
若
者

が
社
会
人
と
し
て
の
誇
り
と
責

任
を
持
ち
、
大
人
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
く

こ
と
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
開

催
し
ま
す
。

と 　

き　

1
月
10
日
（
祝
）
午
前

10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

対 　

象　

市
内
在
住
で
昭
和
59

年
4
月
2
日
〜
60
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
人

※ 

対
象
者
に
は
案
内
状
を
送
り

ま
す
が
、
11
月
1
日
以
降
に
転

入
し
た
人
に
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
の
で
、
青
少
年
育
成
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
■
新
成
人
代
表
者
を
募
集
■
■

　

青
少
年
育
成
課
で
は
、
成
人
式

の
式
典
で
、
新
成
人
代
表
と
し
て

「
あ
い
さ
つ
」
し
て
い
た
だ
く
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
８
日（
水
）ま
で
に
あ
い
さ

つ
文（
８
０
０
字
程
度
）を
青
少
年

育
成
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
審
査

の
う
え
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
し
て
い
た
だ
い
た

人
に
は
、記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
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農業委員会委員選挙当選者（敬称略、届出順）
氏　名 住　　所 氏　名 住　　所
林　　清次 倉治 7 和久田　肇 星田 1
佐古田正美 倉治 2 堀田　清一 星田 2

家村　要一 私部 8 辻　　實雄 天野が原町2

畠中　　赳 寺 2 東　　政信 私市 6
西村　嘉勝 私部 1 仲西　　修 森南 3
大橋　　博 私部 4 大塚　裕康 郡津 4
天埜　敏明 星田 1 中　　輝雄 郡津 2

明るい選挙啓発ポスター
入賞作品が決まりました

　明るい選挙推進協議会は、9月 15日（水）市役所別
館で明るい選挙啓発ポスターコンクールの審査を行
い、市内の小・中学校
から応募された作品の
中から最優秀賞と優秀
賞を次のとおり選びま
した。敬称略
問 い合わせ　選挙管理
委員会事務局

最優秀賞
 山森　翔太（2中 3年）
優秀賞
 前田　有菜（郡津小 6年）　松山　歩未（郡津小 6年）
 藤田　風花（郡津小 6年）　森　美由紀（郡津小 6年）
 日暮　圭吾（郡津小 6年）　小寺　佑佳（郡津小 6年）
 高垣　美香（郡津小 6年）　井上　　淳（2中 3年）
 林　由香里（2中 3年）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

任
期
満
了
（
９
月
15
日
）
に
伴

う
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
９

月
５
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
定
数
の
15
人
を
超
え

る
立
候
補
者
の
届
け
出
が
な
く
、

選
挙
会
に
お
い
て
左
表
の
み
な

さ
ん
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

 

選　

挙

と 　

き　

11
月
28
日
（
日
）
午
後

2
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
子
育
て
」
〜
ま
ち
の

お
っ
ち
ゃ
ん·

お
ば
ち
ゃ
ん
は

こ
う
思
う
〜

内 　

容　

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

み
ん
な
で
意
見
を
交
換
し
、
知

恵
を
出
し
合
う
井
戸
端
会
議

で
す
。肩
書
き
抜
き
で
、
み
ん

な
同
じ
立
場
に
立
っ
て
話
し

合
い
ま
す
。

　

 　

テ
ー
マ
に
関
係
す
る
人
も
、

し
な
い
人
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
場
、
情
報
収
集
の
場

と
し
て
…
い
ろ
い
ろ
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。家
族
連
れ
で

も
大
丈
夫
。参
加
に
事
前
申
し

込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

◆
◆
ま
ち
づ
く
り 

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
◆
◆

最優秀賞の山森翔太さんの作品

　

老
人
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　
〝
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
〞

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
を
鍛

え
、健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

11
月
15
日
（
月
）
〜
19

日（
金
）午
後
1
時
〜
3
時（
５

回
コ
ー
ス
）

と
こ
ろ　

私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対 　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
初
心
者

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

　

冬
休
み　

雪
国
体
験
教
室

　

市
教
育
委
員
会
と
㈶
交
野
市
体

育
文
化
協
会
は
、友
好
都
市
の
富
山

県
山
田
村
・
牛
岳
温
泉
ス
キ
ー
場

で
、雪
国
体
験
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

ス
キ
ー
な
ど
の
雪
国
の
遊
び

体
験
や
山
村
の
暮
ら
し
体
験
な

ど
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
行
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
６
年
生
〜
中
学
３

年
生
は
ス
キ
ー
実
習
か
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
実
習
の
ど
ち
ら
か
を
選

べ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

12
月
25
日
（
土
）
〜
28

日（
火
）、3
泊
4
日

と 

こ
ろ　

牛
岳
温
泉
ス
キ
ー
場

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
3

年
生
〜
中
学
3
年
生

定 　

員　

先
着
80
人

参 

加
費　

3
万
８
０
０
０
円
（
バ

ス
代
、
宿
泊
費
、
現
地
用
具
代

な
ど
を
含
む
）

※ 

別
途
、レ
ン
タ
ル
ウ
エ
ア（
上
・

下
お
よ
び
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、

帽
子
）
を
希
望
す
る
人
は
、
ス

キ
ー
用
２
５
０
０
円
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
用
３
０
０
０
円
の
代

金
が
必
要
で
す
。説
明
会
の
と

き
に
徴
収
し
ま
す
。

﹇
説
明
会
﹈

と 　

き　

12
月
5
日
（
日
）
午
後

1
時
〜

と
こ
ろ　

青
年
の
家

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

11
月

11
日（
木
）〜
28
日（
日
）〈
月
曜

日
は
休
館
〉
に
参
加
費
を
添
え

て
青
少
年
育
成
課
健
全
育
成
係

指 　

導　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
指
導
員

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11

月
１
日
（
月
）
か
ら
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課

昨年の雪国体験教室昨年の雪国体験教室昨年の雪国体験教室
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11
月
９
日
（
火
）
〜
15
日
（
月
）

の
１
週
間
、全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部（
署
）で
は
、「
火
は

消
し
た
？ 

い
つ
も
心
に 

き
い

て
み
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
独

居
老
人
宅
な
ど
の
防
火
診
断
、

消
火
訓
練
、
防
火
対
象
物
の
立

ち
入
り
査
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

■
４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

○ 

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

備
え
る

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問 

い
合
わ
せ　

消
防
本
部（
署
）

 

福　
祉

福　祉
　 ひとり親家庭医療費の助成
　 愛の献血
　 老人医療証の交付申請

保険・年金
　 年金週間
　 国民健康保険料の納付

  秋の全国火災予防運動
  グラウンド開放中止
  消費者相談

　

ひ
と
り
親
家
庭

　

医
療
費
の
助
成

　

母
子
家
庭
の
み
が
対
象
と
さ

れ
て
い
た
医
療
費
の
一
部
助
成

が
、11
月
１
日
か
ら
、父
子
家
庭
・

養
育
者（
対
象
児
童
と
同
居
し
て
、

監
護
し
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
）
に
も
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

公
的
年
金
受
給
者
の
母
子
家

庭
の
母
お
よ
び
児
童
も
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
が
な
い
と
医
療
費
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
新
し
い
助
成
対
象
者

① 

健
康
保
険
証

②  

請
求
者
と
対
象
児
童
の
載
っ

た
戸
籍
謄
本

③ 

16
年
１
月
２
日
以
降
交
野
市

に
転
入
し
た
人
は
16
年
度
の

所
得
証
明
書

④ 

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
書
類

を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す

申 

請
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

祉
課

　

愛
の
献
血

　

市
献
血
推
進
協
議
会
は
、
次
の

と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

　

①
11
月
11
日（
木
）

　
　
　

市
役
所
別
館

　

②
11
月
14
日（
日
）

　
　
　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
、午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
1
時
〜
4
時
30
分

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
等
）
の
提
示
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

所得制限限度額

扶養
親族等
の数

父 ·母または
養育者の

所得制限限度額

扶養義務者等の
所得制限限度額

0人 192 万円未満 236 万円未満

1 人 230 万円未満 274 万円未満

2 人 268 万円未満 312 万円未満

3 人 306 万円未満 350 万円未満

※ 扶養親族が１人増えるごとに 38 万
円加算

※ 本人の場合、老人控除対象配偶者、老
人扶養親族１人につき 10 万円加算

※特定扶養親族１人につき15万円加算

所 得額＝収入額－必要経費（給与所得
控除額等）＋養育費－ 8 万円－諸控
除（雑損・医療費控除・障害者控除等）

　　　　
秋
の
全
国

　

火
災
予
防
運
動

　グラウンド開放中止

　下記のグラウンドで、行事が開催さ
れるため、一般の利用を中止します。
　ご協力をお願いします。

▽私部公園グラウンド
　12月 10日（金）
　午後 7時～ 9時
　　リトルリーグ野球大会
　12月 11日（土）
　午前 9時～午後 5時
　　リトルリーグ野球大会
　12月 18日（土）
　午前 9時～午後 5時
　　リトルリーグ野球大会

▽私部公園多目的グラウンド
　12月 11日（土）
　午前 9時～午後 3時
　　 交野市サッカー連盟ウインター
カップ

問 い合わせ　㈶交野市体育文化協会事
務局（青年の家内）
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老
人
医
療
証
の

　

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
12
月
１
日
か
ら
老
人
医
療

（
医
療
費
の
助
成
）
制
度
の
受
給

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
12
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人

① 

精
神
保
健
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

② 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に

該
当
す
る
人

※ 

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

▽ 

10
月
末
現
在
で
す
で
に
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
人

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

精
神
保
健
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
っ
て
い
る
人

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に

該
当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

Ｑ　

メ
ー
ル
友
達
の
女
性

に
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
に
来

て
と
宝
石
の
展
示
会
場
へ
誘
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
、
女
性
の
上
司
に
「
結

婚
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
は
他
に

も
お
金
が
い
る
か
ら
良
い
も
の

が
買
え
な
い
。今
か
ら
用
意
し
て

お
い
た
ほ
う
が
よ
い
」と
ダ
イ
ヤ

の
指
輪
の
ロ
ー
ン
契
約
を
勧
め

ら
れ
、女
性
の
手
前
断
り
き
れ
ず

に
契
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、女
性
に
ク
ー
リ
ン
グ·

オ

フ
を
連
絡
す
る
と
「
か
な
り
値
引

き
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
今
回
は
で

き
な
い
」と
言
わ
れ
、
１
か
月
経
ち

ま
し
た
。女
性
と
も
連
絡
が
取
れ

な
く
な
り
、
不
要
な
買
い
物
を
し

た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
ま
す
。も

う
、解
約
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ　

現
状
で
は
、
女
性
の
発

言
は
ク
ー
リ
ン
グ·

オ
フ

妨
害
で
、特
定
商
取
引
法
の
禁
止

行
為
で
は
あ
り
ま
す
が
、直
接
の

契
約
解
除
事
由
で
は
な
く
、禁
止

行
為
を
問
題
と
し
て
解
約
交
渉

を
す
す
め
て
い
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

助
言 　

し
か
し
、
11
月
11

日
よ
り
、
特
定
商
取

引
法
が
改
正
さ
れ
、今
回
の
よ
う

な
妨
害
で
消
費
者
が
誤
認
・
困

惑
し
て
ク
ー
リ
ン
グ·

オ
フ
を
行

わ
な
か
っ
た
場
合
は
、当
初
の
８

日
を
過
ぎ
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ·

オ
フ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、消
費
者
契
約
法
で
は
取

り
消
し
事
由
の
対
象
外
と
さ
れ

て
い
た
、契
約
を
結
ぶ
動
機
と
な

る
事
項
の
不
実
告
知（
ウ
ソ
の
説

明
）
も
、
特
定
商
取
引
法
の
取
り

消
し
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

規
制
が
強
化
さ
れ
、民
事
ル
ー

ル
も
整
備
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る

特
定
商
取
引
法
の
改
正
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、経
済
産
業
省
や
当

コ
ー
ナ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

消費者相談
クーリング · オフ期間が
過ぎても解約できる？

　問い合わせ
　商工観光課消費生活相談コーナー

(℡  891・5003）

制
限
が
あ
り
ま
す
。

申 　

請　

11
月
24
日
（
水
）
か
ら

国
民
健
康
保
険
課
老
人
医
療

係
持
ち
物　

健
康
保
険
者
証

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険

課
老
人
医
療
係

　

 

国
民
健
康
保
険
料
の

　

納
付

　

11
月
分
の
納
期
限
は
、
11
月
30

日（
火
）で
す
。必
ず
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
地
域
に
住

む
人
々
の
助
け
合
い
の
も
と
に

成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。加

入
者
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

ち
、
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大

切
な
国
保
を
守
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
『
口

座
振
替
』を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役

所
本
館
１
階
の
国
民
健
康
保
険

課
か
、
星
田
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
納
付
期
限
の

延
期
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険

課
徴
収
係

　

11
月
６
日
〜
11
月
12
日
は

　

年
金
週
間
で
す

　

毎
年
11
月
６
日
か
ら
11
月
12

日
ま
で
の
一
週
間
は
年
金
週
間

で
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
年
金

週
間
の
期
間
中
、
次
の
と
お
り
、

休
日
お
よ
び
夜
間
の
年
金
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※ 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
も

で
き
ま
す
。

と　

き　

　

11
月
6
日
（
土
）
〜
7
日
（
日
）

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

11
月
8
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

と 

こ
ろ　

枚
方
社
会
保
険
事
務

所
（
枚
方
市
新
町
２
ー
２
ー

保
険
・
年
金

８
）

持 

ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年

金
証
書

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
社
会
保
険
事

務
所（
℡  
８
４
６
・
５
０
１
１
）
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枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

 

税

　

税
理
士
に
よ
る

　

税
務
相
談
セ
ン
タ
ー

　

近
畿
税
理
士
会
枚
方
支
部
で

は
、
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
無
料
相
談（
予
約
制
）に
応
じ

て
い
ま
す
。

と 　

き　

毎
週
月·

水·

金
曜
日

午
後
1
時
〜
4
時
（
祝
日
、
年

末
年
始
、
盆
休
み
、
そ
の
他
特

定
の
日
を
除
く
）

※ 

相
談
時
間
は
30
分
前
後
で

す
。

と 

こ
ろ　

近
畿
税
理
士
会
枚
方

支
部
事
務
局
内（
枚
方
市
大
垣

内
町
３
ー
３
ー
16
ー
１
０
５
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
事

　

改
正
消
費
税
法
説
明
会

と 　

き　

11
月
24
日
（
水
）・
25

日（
木
）・
26
日（
金
）

　

 

い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

大
会
議
室

対 　

象　

新
し
く
消
費
税
課
税

事
業
者
（
個
人
事
業
者
）
と
な

る
人

内 　

容　

消
費
税
の
仕
組
み
、
改

正
内
容
と
今
後
必
要
と
な
る

手
続
き
に
関
す
る
説
明

※ 

説
明
会
終
了
後
に
税
務
相
談

会
（
個
別
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
受
付

時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
大
阪
商
工
会
議

　

就
労
支
援
コ
ー
ナ
ー

　

市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
「
就

労
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
あ
い
あ
い

セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
障
害
の
あ

る
人
、
母
子
家
庭
の
母
親
、
中
高

年
や
若
年
者
な
ど
、
働
き
た
い
の

に
様
々
な
要
因
か
ら
就
職
が
困

難
な
人
に
対
し
、
専
門
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相
談
に
の
り
、

個
々
の
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 
就
職
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

相
談
日

　

月
曜
日

　
　
　

=

午
後
１
時
〜
４
時

　

水
曜
日
・
金
曜
日

　
　
　

=
 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

く
ら
し

 

所
（
℡  
８
４
３
・
５
１
５
４ 

）、

枚
方
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

税
　 改正消費税法説明会
　 税務相談センター

くらし
　 就労支援コーナー
　 事業資金の融資あっせんなど

  枚方警察署からのお知らせ
  せん定枝リサイクルたい肥無料配布
  計量強調月間

務
局
（
℡  
８
４
３
・
２
２
７
５

　

月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時〈
昼
休
み
を
除
く
〉）

狙われる…家、事務所
　交野市内における 8月末の犯罪発生件数は、昨年と比較
して 11％減少しました。しかし、就寝中の住宅に侵入する
「忍び込み」や閉店後の店舗に侵入する「店舗または事務所
荒し」といった金品を盗む被害が倍増しています。窓や出入
り口のガラスを割って侵入する手口が大半ですが、中には
ドアをこじ開けたり、鍵を破壊するなどの手口も発生して
います。

侵入盗の被害防止方法
～ドロボーにあきらめさせる 4原則～

　　　　　　光　＝明るく照らされている
　　　　　　時間＝侵入に時間がかかる
　　　　　　目　＝顔や姿を監視される
　　　　　　音　＝警報音などの大きな音を出す

　鍵をしたからといって安心はできません。扉 1つに対し
て鍵は 2つ。窓ガラスにはステンレスや鉄製の格子を取り
付ける。その他色々な防犯策がありますが、自分たちの財産
は自分たちで守る意識を持って対策をとりましょう。

厳しくなる交通対策

▽飲酒運転対策
　飲酒検知の拒否：罰金の引き上げ
　〈現　行〉5万円以下の罰金
　〈改正後〉30万円以下の罰金

▽暴走族対策
　集団暴走行為： 迷惑や危険にあった人がい

なくても罰則の対象
　〈改正後〉 2 年以下の懲役または 50万円以

下の罰金
　消音器不備車
　〈現　行〉2万円以下の罰金または科料
　〈改正後〉5万円以下の罰金
　騒音運転：罰則が新設
　〈改正後〉5万円以下の罰金

問い合わせ　枚方警察署（℡   845・1234）
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市
は
、
市
民
を
対
象
に
せ
ん

定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
た
い
肥
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

11
月
30
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
〈
雨
天
の

場
合
は
12
月
7
日（
火
）〉

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交

野　

駐
車
場

申 

し
込
み　

11
月
８
日
（
月
）

〈
消
印
有
効
〉
で
、
往
復
は
が

き
に
、
住
所·

氏
名·

電
話
番

号·

希
望
時
間
帯
（
午
前·

午

後·

ど
ち
ら
で
も
よ
い
）
と
、

返
信
欄
に
本
人
の
住
所·

氏

名
を
記
入
し
、
〒
５
７
６
ー

８
５
０
１　

交
野
市
役
所
道

路
河
川
課
工
務·

維
持
係

※ 

当
日
た
い
肥
引
換
券
が
な
い

場
合
は
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
は
1
世
帯
１
枚
（
た
い

肥
２
袋
）で
、
当
日
指
定
の
時

間
帯
に
必
ず
取
り
に
来
ら
れ

る
人
に
限
り
ま
す
。

※ 

当
日
は
会
場
内
で
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
た
い

肥
（
1
袋
18
㌔
）
を
自
分
で
運

べ
る
人
に
限
り
ま
す
。

※ 

配
布
日
前
日
ま
で
に
た
い
肥

引
換
券
が
届
か
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

道
路
河
川
課
工

務·

維
持
係

　

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

　

事
業
資
金
の

　

融
資
あ
っ
せ
ん
な
ど

　

市
は
、
市
内
事
業
者
の
経
営

を
支
援
す
る
た
め
、
大
阪
府
中

小
企
業
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
付
し
た
交
野
市
中
小
企
業
事

業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん
や
保

証
料
補
助
、
特
別
対
策
利
子
補

給
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
中
小
企
業
向

け
融
資
制
度
の
ご
相
談
や
受
付

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

﹇
交
野
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
﹈ 

▽
融
資
額

　

無
担
保
無
保
証
人
の
場
合　

　

 

３
０
０
万
円
以
内

　
　
（
所
得
・
納
税
条
件
等
あ
り
）

　

無
担
保
有
保
証
人
の
場
合　

　

 

４
０
０
万
円
以
内

　
　
（
所
得
・
納
税
条
件
等
あ
り
）

　

有
担
保
の
場
合

　

１
０
０
０
万
円
以
内

　
　
（
担
保
余
力
に
よ
る
）

▽
融
資
期
間　

48
か
月
以
内

▽ 

返
済
方
法　

毎
月
均
等
分
割

返
済
（
据
え
置
き
期
間
５
か

月
以
内
）

▽ 

貸
付
利
率　

年
１
・
65
％

（
10
月
１
日
現
在
）

※ 

別
途
信
用
保
証
料
が
必
要
で

す
。（
信
用
保
証
協
会
が
定
め

る
料
率
）

﹇
保
証
料
補
助
﹈（
納
税
条
件
あ
り
）

▽
市
制
度
融
資

　

 

４
０
０
万
円
以
下
の
場
合

　
　

…
１
０
０
％

　

 

４
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

　

…
50
％

※ 

大
阪
府
制
度
融
資
の
小
規
模

事
業
資
金
お
よ
び
一
般
事
業

資
金
に
つ
い
て
も
一
部
補
助

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
い
て
は
商
工
観
光
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
特
別
対
策
利
子
補
給
﹈

（
納
税
条
件
あ
り
）

　

不
況
対
策
と
し
て
、「
市
制
度

融
資
」
に
対
し
て
利
子
補
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
大
阪
府
中
小
企
業
者
向
け
融
資

相
談
お
よ
び
受
付
﹈ 

（
10
月
１
日
現
在
）

▽
小
規
模
事
業
資
金

▽
一
般
事
業
資
金

▽ 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金
（
有

保
証
ま
た
は
有
担
保
）

▽ 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
（
経

営
基
盤
確
保
特
別
融
資
）

▽ 

経
営
安
定
対
策
資
金
（
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）

▽ 

連
鎖
倒
産
防
止
対
策
資
金

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）

▽ 

資
金
繰
り
円
滑
化
特
別
融
資

〝
借
換
え
〞（
金
融
機
関
に
よ

る
受
付
）

※ 

右
記
大
阪
府
制
度
融
資
の
条

件
等
の
詳
細
は
大
阪
府
金
融

支
援
室
ま
た
は
、
商
工
観
光

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

﹇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
３
項
第
１
号
〜
８
号
の
認
定
﹈

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
融

資
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
そ
の
他
﹈

　

経
営
相
談
や
新
規
創
業
、
経

営
革
新
等
の
相
談
を
北
大
阪
商

工
会
議
所
内
、
大
阪
北
大
阪
地

域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
商
工
観
光
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

せん定枝
リサイクルたい肥
無料配布

　　　　

　

11
月
は「
計
量
強
調
月
間
」で
す
。

　

豊
か
な
消
費
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、「
計
量
」に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
、
大
阪
府
計
量
検
定
所

（
℡  
８
７
２
・
７
８
０
１
）

計量
強調月間

576-8501

〈往信〉

〈返信〉

576-□□□□ ① 住 所

② 氏 名

③ 電話番号

④ 希望時間帯
　 （午前 ·午後 ·どち
らでもよいのいず
れかを記入）

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

こ
ち
ら
で
記
入
し
ま
す

交
野
市
役
所

　

道
路
河
川
課

　

工
務·

維
持 

係

申
込
者
住
所

　

申
込
者
氏
名 

様

往復はがきの記入例
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育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
会　

と 　

き　

12
月
10
日（
金
）

① 

４
〜
11
か
月
児

　

 

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

②
１
歳
〜
1
歳
6
か
月
児

　

 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま

す
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
の
、

往
信
面
に
、
①
子
ど
も
の
氏

名･

生
年
月
日
・
月
齢
②
電

話
番
号
③
参
加
回
数
、
返
信

面
に
、
①
子
ど
も
の
氏
名
・

住
所
を
記
入
し
、
11
月
22
日

（
月
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
、

〒
５
７
６
ー
０
０
３
４　

天

野
が
原
町
５
ー
５
ー
１　

ゆ

う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内　

健
康

増
進
課
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広

場
」係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

子
育
て

 

く
ら
し

 
　

検
察
審
査
員
に

　

選
ば
れ
た
ら

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

加
害
者
が
起
訴
さ
れ
ず
に
納
得

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し

か
っ
た
の
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
の
が「
検
察
審
査
会
」で
す
。

　

審
査
を
す
る
検
察
審
査
員
は
、

選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
人
の
中

か
ら
「
く
じ
」
に
よ
っ
て
選
ば
れ

ま
す
。審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
第
一
・
第

二
検
察
審
査
会
事
務
局
（
℡

06
・
６
３
６
３
・
１
２
８
１
）

　

市
内
10
か
所
の
保
育
所
（
園
）

へ
の
17
年
４
月
以
降
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
12
月
28
日
（
火
）
ま

で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
を

対
象
に
選
考
を
行
い
、
２
月
中

旬
ま
で
に
「
入
所
内
定
」
ま
た
は

「
入
所
保
留
」
の
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

　

２
月
以
降
、
内
定
者
の
辞
退

な
ど
に
よ
り
欠
員
が
生
じ
た
場

合
、
①
入
所
保
留
の
人　

②
１

月
以
降
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た

人　

③
入
所
内
定
後
に
入
所
希

望
先
を
変
更
し
た
人
に
つ
い

て
、
ま
と
め
て
二
次
選
考
を
行

い
、
新
た
な
内
定
者
を
決
め
通

知
し
ま
す
。

　

保
育
所
に
入
所
で
き
る
乳
幼

児
と
は
、
乳
幼
児
の
保
護
者
の

い
ず
れ
も
が
次
の
⑴
〜
⑹
の
う

ち
、
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
で

す
。
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

で
き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
か

れ
ま
す
。

⑴ 

昼
間
に
、
家
の
外
で
仕
事
し

て
い
る
た
め
保
育
が
で
き
な

い
。

⑵ 

昼
間
に
、
家
の
中
で
乳
幼
児

と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
保

育
が
で
き
な
い
。

⑶ 

保
育
を
す
る
人
が
妊
娠
中
、

ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
た

め
保
育
が
で
き
な
い
。

⑷ 

病
気
や
け
が
、
ま
た
は
障
害

が
あ
る
た
め
保
育
で
き
な

い
。

⑸ 

長
期
に
わ
た
る
病
気
や
障
害

の
あ
る
同
居
人
の
看
護
・
介

護
の
た
め
保
育
で
き
な
い
。

⑹ 

地
震
、
火
災
、
風
水
害
、
そ
の

他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る
た
め
保
育
が
で
き
な

い
。

申 

し
込
み　

幼
児
対
策
室
か
、

各
保
育
所（
園
）

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　

職
業
教
室

と 　

き　

11
月
11
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

ベ
ガ
ホ
ー
ル

内　

容

第
１
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

 

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
社

会
保
険
や
税
金
に
つ
い
て
の
話

第
２
部　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

　

 

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相

談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ

る
職
業
相
談

参
加
費　

無
料

※ 

事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
枚
方
企
画
部
門

（
℡
８
４
１
・
３
３
６
３
）

くらし
　 検察審査員に選ばれたら
　 パートタイマー職業教室

子育て
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」
　 離乳食講習会
　 ミルキィベビー教室
　 歯ッピー教室

健　康
　 市民健康講座
 
  17 年度保育所（園）の入所申込
  マタニティー教室
  子育て支援についてのお願い

17
年
度

市
立･

私
立
保
育
所
（
園
）

入
所
申
込
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ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く
〝
自
分
な
り
〞
の

母
乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　

 

き　

12
月
１
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

2
階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授

乳
の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

生
後
３
か
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

定　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

11
月

８
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

市
民
健
康
講
座

　

 「
骨
密
度
up
で

　
　
　
　

目
指
せ
骨
美
人
」

　

将
来
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
気
を
つ
け
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

と 　

き　

12
月
９
日
（
木
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

展
示
活
用
室

定　

員　

30
人　
　

講　

師　

保
健
師
・
栄
養
士

持
ち
物　

健
康
手
帳
、筆
記
用
具

※ 

当
日
は
保
育
も
あ
り
ま
す
の

で
、
普
段
な
か
な
か
受
講
の
機

会
が
な
い
お
母
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

11
月

４
日
（
木
）
午
前
9
時
か
ら
健

康
増
進
課 健　

康

 

　

離
乳
食
講
習
会

﹇
ピ
ヨ
ピ
ヨ
講
習
会
﹈

と　

き　

12
月
７
日（
火
）

　

①
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

　

②
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
（
16
年
６

月
〜
10
月
生
ま
れ
）
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

﹇
パ
ク
パ
ク
講
習
会
﹈

と 　

き　

11
月
19
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

運
動
療
法
室

対 　

象　

６
〜
15
か
月
（
15
年
８

月
〜
16
年
５
月
生
ま
れ
）
の
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
2
枚
、

筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

９
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

12
月
２
日
（
木
）
午
前

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

2
階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

1
歳
児
と
そ
の
保
護

者
（
前
歯
が
生
え
そ
ろ
っ
て
か

ら
の
参
加
が
好
ま
し
い
）

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

　

市
は
、
子
育
て
を
す
る
人
を

応
援
す
る
た
め
に
、『
子
育
て
マ

ッ
プ
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
な
ど
で
子
育
て
に
関
す

る
活
動
を
し
て
い
て
、『
子
育
て

マ
ッ
プ
』
に
掲
載
を
希
望
す
る

人
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

費　

用　

１
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
普
段

使
っ
て
い
る
子
ど
も
の
歯
ブ

ラ
シ

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

11
月

16
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

と　　き 内　　　　容

①　12月 1 日（水）
　13:00 ～ 15:40

〈自由参加〉

 「妊婦友達をつくろう」

▽広げよう！地域の輪

▽先輩ママ・赤ちゃんとの交流

▽赤ちゃんとママのための食事

②　12月 8日（水） 
　  9:10 ～ 12:00

〈自由参加〉

「仲間と一緒に体験しよう」

▽赤ちゃんとパパ、ママの歯の教室
　（透明コップ、歯ブラシ代 100円）

▽助産師のなんでもＱ＆Ａ

③　12月 18日（土）
　  9:10 ～ 12:00

〈予 約 制〉 

「もうすぐパパになる人が主役の教室」　
　（ちょっとお先に育児体験）

▽妊婦体験

持ち物　母子健康手帳・筆記用具
申 し込み・問い合わせ　③の予約は ､12 月 9日（木）から健康増
進課
　母子健康手帳の発行、妊娠の届け出はゆうゆうセンターで受け付
けています。
　また、各種専門職員が健康や育児に関する相談に応じています。

～パパとママのための～

マタニティー教室
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
お
願
い
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　健康のためには1日にどのくらい歩いたらいいのかご存じですか？よく「1日1万
歩」が目標とされていますが、現代の平均的なサラリーマンの1日の歩数が約6,000
歩ですから急に1万歩といわれてもなかなかできません。歩幅を70㌢とすると、1
万歩は7㌔㍍になりますから、かなりの距離です。とりあえずの目標は「1日に1時間、
4㌔㍍」で。慣れてくれば段々とスピードを上げて歩いていくと良いでしょう。他に1
日に 30段～ 40段の階段昇降や、たまには自然の中を10㌔㍍以上「よく歩いたなぁ」
という充実感を得られるだけの距離を歩くことをお勧めします。
　ウオーキングのポイントとしては、呼吸は一定のリズムでしっかりと・腕はいつも
より大きくリズミカルに振る・歩幅は身長の45％ぐらいになるように・腕、肩の力
を抜き手は軽く振る・背筋をのばして・お腹に力を入れて・かかとで着地、つま先で
地面をけるように。食事をしたばかりの時、天候が良くない時・体の調子が悪い時は
無理せず休憩してください。水分は出発の10分から15分前にあらかじめ補給して
おくなど十分にとることをお勧めします。運動はあなたをますます健康にしてくれま
す。そして、心のコリもほぐしてくれます。毎日少しずつ続けてみてください。
問い合わせ　健康増進課（e-mail:kenkou@city.katano.osaka.jp)

非
常
勤
保
健
師
募
集

対 　

象　

年
齢
50
歳
ま
で
の
保
健
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

耳より健康コラム  Vol.8
生活習慣予防には運動習慣が大きなカギ！ウオーキングで体いきいき！

健　

康

 健　康
　 動脈硬化予防教室
　 インフルエンザのお知らせ
　 お詫びと訂正
　 12 月の予防接種
　 市民健診の追加募集

  耳より健康コラム
  非常勤保健師募集
  1 月の集団健診血　圧

  収縮期が 140 ～ 159mmHg
 拡張期が 90 ～ 99 mmHg
総コレステロール値
 200 ～ 239mg/dl
 （50 歳以上の女性は 220 ～ 259mg/dl）
 中性脂肪
 220 ～ 299 mg/dl
 ヘモグロビン A1c
 5.5 ～ 6.1％

　

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

〜
血
管
年
齢
若
返
り
の
コ
ツ

　

お
教
え
し
ま
す
〜

　　

人
は
血
管
と
と
も
に
老
い

る

ー
と
言
わ
れ
ま
す
。動
脈
硬

化
を
抑
え
、
血
管
を
若
々
し
く
保

つ
コ
ツ
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
？

と 　

き　

12
月
10
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

70
歳
未
満
で
、
高
血
圧

や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
の
薬
を

飲
ん
で
い
な
い
人
。初
め
て
参

加
す
る
人
か
、
ま
た
は
そ
の
家

族
で
、下
表
に
あ
て
は
ま
る
人

定　

員　

30
人

費　

用　

無
料

持 
ち
物　

電
卓
、
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
最
近
の
血
液
検
査
の

結
果

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

11
月

16
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
健

康
増
進
課

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　

お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

の
ピ
ー
ク
は
毎
年
12
月
・
１
月

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
の
接
種
期
日
は
17
年
1

月
31
日
ま
で
に
設
定
し
て
い
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
十
分
な
免
疫

効
果
が
得
ら
れ
る
に
は
、
２
週
間

程
度
必
要
で
す
の
で
、
遅
く
と
も

12
月
末
ま
で
に
は
接
種
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」
10
月
1
日
号

で
「
65
歳
以
上
の
人
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
」（
21
ペ
ー
ジ
）

中
の「
取
り
扱
い
医
療
機
関
」に
、

未
掲
載
の
医
院
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

す
え
も
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

天
野
が
原
町
2
ー
28
ー
18

　
（
℡
８
９
１
・
６
３
５
１
）

山
本
整
形
外
科

　

森
北
１
ー
37
ー
６

　
（
℡
８
９
４
・
０
１
０
２
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
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1 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　申し込み・問い合わせ　11 月 22日（月）午前 9時から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健診結果 対象・健診内容 費　用

 12 日（水）
 20 日（木）
 

いずれも午前

総合健診 各 70 人 結果説明会 40 歳以上の市民
基本健康診査
B型抗原検査・Ｃ型肝炎ウイルス検査
①  16 年 4月～ 17 年 3月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・
65 歳・70 歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時等に多量に出血し、定期的に肝機能検査を
受けたことがない人

※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けた
ことがある人は除きます。
胃がん検診、大腸がん検診、子宮がん（頸部）検診
肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
乳がん視触診検診
乳がんマンモグラフィー検診（視触診込み）
骨粗鬆症検診
☆下線の検診については、対象がありますのでご注意ください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
400 円
2,000 円
1,000 円

  12 日（水）
  20 日（木）

いずれも午前

16歳～ 39 歳の人の健診 各15人 結果説明会 基本健康診査 800 円
子宮がん検診（頸部） 各 60 人 郵送 30 歳以上の市民 500 円
乳がん視触診検診 各 30 人 検診当日 30 歳以上の市民 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 各 30 人 郵送 40 歳以上の偶数年生まれの市民 2,000 円
骨粗鬆症検診 各 20 人 検診当日 18 歳以上の市民 1,000 円

※健（検）診は年 1回（4月～ 17年 3月まで）しか受診できません。また、医療機関で健（検）診された人も同じです。
※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課までお申し出ください。ただし、個別受診される
②に該当する人は、無料受診券をお渡しします。）
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳がんマン
モグラフィー検診・前立腺がん検診は実施していません。

　

市
民
健
診
の
追
加
募
集

　

左
記
健
診
の
追
加
を
募
集
（
若

干
名
）を
し
て
い
ま
す
。

と　

き

▽
11
月
10
日（
水
）

　

11
月
18
日（
木
）

　
　

総
合
健
診

▽
11
月
24
日（
水
）

　
　

女
性
の
た
め
の
健
診

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課

　

12
月
の
予
防
接
種

■ 
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
反
応
お

よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と　

き

　

12
月
13
日（
月
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査

　

12
月
15
日（
水
）

判
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
４
歳

未
満

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

〜
４
時

※ 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
２
日
目

に
判
定
し
、
陰
性
の
人
に
は
Ｂ

Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
ま
す
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
一

度
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、

そ
の
他
疾
患
等
で
定
期
的
に

医
師
の
診
察
を
受
け
て
い
る

人
、
今
ま
で
に
予
防
接
種
を

受
け
て
発
熱
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
出
た
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

17
年
度
よ
り
法
律
が
改
正
さ

れ
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
が
な

く
な
り
、
直
接
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
年

齢
も
３
か
月
以
上
４
歳
未
満

か
ら
３
か
月
以
上
６
か
月
未
満

（
場
合
に
よ
り
12
か
月
ま
で
）

﹇
予
防
接
種
に
つ
い
て
﹈

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

費　

用　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

そ
の
他

▽ 

体
温
は
当
日
、
会
場
で
測
っ
て

く
だ
さ
い

▽ 

個
人
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
の
で

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

▽ 

保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

▽ 

予
防
接
種
の
説
明
書
と
予
診

票
は
会
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す

▽ 

受
け
方
の
詳
細
は｢

わ
が
家
の

健
康
管
理
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
人

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

｢

予
防
接
種
手
帳
」
を
お
持
ち

の
人
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

と
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
現
在
、
対
象
年
齢
に
あ
た

る
乳
幼
児
は
来
年
度
に
な
る
と

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
必

ず
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
３
種
・
２
種
混
合

　

３
種
混
合
は
破
傷
風
・
ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
、
２
種
混
合

は
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予

防
接
種
で
す
。

と 　

き　

12
月
22
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と

の
あ
る
人
は
、
医
療
機
関
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

小
学
校
６
年
生
の
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
Ⅱ
期
（
３
種
ま
た

は
２
種
混
合
の
追
加
接
種
）

　

公
立
小
６
年
は
、
学
校
で
集
団

接
種（
11
・
12
月
頃
予
定
）。

　

私
立
小
６
年
と
中
学
１
年
で

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
Ⅱ
期
を

受
け
て
い
な
い
人
（
13
歳
未
満
）

は
、17
年
１
月
11
日（
火
）ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
種
ま
た
は
２
種
混
合

の
基
礎
免
疫（
Ⅰ
期
初
回
・
追
加
）

を
終
了
し
て
い
な
い
人
、
１
月
11

日
ま
で
に
13
歳
に
な
る
人
は
健
康

増
進
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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1 月

2 火 4か月児健診
ピヨピヨ離乳食講習会

3 水 休日診療

4 木 歯ッピー教室（予）

5 金 健康相談（青年の家）

6 土
7 日 休日診療

8 月

9 火 育児相談（0歳）
健康相談（ゆうゆう）

10 水 総合健診（予）
3歳 6か月児健診

11 木
12 金 ぽっぽちゃん広場（予）

13 土
14 日 休日診療

15 月
16 火 1歳 6か月児健診

17 水
18 木 総合健診（予）

19 金 健康相談（青年の家）
パクパク離乳食講習会（予）

20 土
21 日 休日診療

22 月
23 火 休日診療

24 水 育児相談（1歳以降）
女性のための健診（予）

25 木 3種・2種混合接種
市民健康講座

26 金
27 土
28 日 休日診療

29 月
30 火 2歳 6か月児健康スクール

※（予）印があるものは予約が必要です。

乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やかに成
長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 12 月   7 日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　16年 7月 11日～ 8月 10日生まれの乳児

1 歳 6か月児健診 11 月 16日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　15年 4月生まれの幼児

2歳6か月児健康スクール 11 月 30日（火）13:00 ～ 14:00

　 対　象　14年 5月～ 6月生まれの幼児

3 歳 6か月児健診 11 月 10日（水）13:00 ～ 14:00

対　象　13年 4月生まれの幼児

育児相談 ① 11月   9 日（火）9:30 ～ 10:30
② 11月 24 日（水）9:30 ～ 10:30

身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の読み聞
かせなどを行います。
対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

健　康
　 年末年始を快適に過ごす調理実習
　
  乳幼児の健診と相談
  11 月の健康カレンダー

健　

康

 

10
時
〜
午
後
1
時

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

調
理
実
習
室
１

内 　

容　

胃
腸
に
や
さ
し
い
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
実
習

定　

員　

30
人

　

年
末
年
始
を
快
適
に

　

過
ご
す
た
め
の
調
理
実
習

と 　

き　

12
月
15
日
（
水
）
午
前

参
加
費　

５
０
０
円

持 

ち
物　

健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き

ん
２
枚

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

11
月

10
日（
水
）か
ら
健
康
増
進
課

11月の健康カレンダー
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「
こ
こ
ろ
の
病
が
あ
る
人
た
ち
と
一
緒
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
」、
そ
ん
な

思
い
で
社
会
福
祉
法
人
「
心
生
会
」
が
運

営
す
る
精
神
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施
設

「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」。

　

10
月
７
日
（
木
）、
こ
の
施
設
を
訪
問
し
、

職
員
の
黒く
ろ

田だ

民た
み

子こ

さ
ん
と
柏
か
し
わ

木ぎ

元は
じ
めさ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

こ
ん
に
ち
は
。
早
速
で
す
が
、
ミ
ル
キ
ー

ウ
ェ
イ
と
は
ど
の
よ
う
な
施

設
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

こ
こ
は
、
こ
こ
ろ
の
病
が

あ
る
人
た
ち
の
社
会
参
加
を

め
ざ
し
て
、
働
く
場
や
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
場
、
地
域
の

人
々
と
ふ
れ
あ
う
場
な
ど
を

提
供
・
支
援
す
る
施
設
で
、

利
用
者
（
メ
ン
バ
ー
）
25
人

程
度
、
職
員
５
人
（
非
常
勤
を
含
む
）
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
 　

住
所
は
天
野
が
原
町
２
ー
14
ー
20
で
、

さ
く
ら
丘
住
宅
バ
ス
停
の
前
で
す
。

　

 　

開
所
時
間
は
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
で
す
。

Ｑ 　

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 　

主
に
仕
出
し
弁
当
づ
く
り
と
そ
の
弁
当

の
配
達
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

 

専
門
の
栄
養
士
な
ど
の
指
導
で
午
前
中
は

お
弁
当
づ
く
り
、
午
後

か
ら
は
片
付
け
や
掃
除
、

翌
日
の
仕
込
み
な
ど
を

し
て
、
3
時
半
に
は
だ

い
た
い
の
作
業
が
終
わ

り
ま
す
。
そ
の
後
５
時

ご
ろ
ま
で
メ
ン
バ
ー
は
、

自
主
的
な
活
動
を
し
た

り
、
併
設
の
サ
ロ
ン
で

音
楽
を
聴
い
て
く
つ
ろ
い
だ
り
し
て
過
ご

し
ま
す
。

Ｑ 　

仕
出
し
弁
当
は
、
ど
ん

な
も
の
で
す
か
。

Ａ 　

日
替
わ
り
弁
当
の
み

で
、
配
達
料
も
含
め
て

５
８
０
円
で
注
文
販
売

し
て
い
ま
す
。
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使
い
、
薄
味
に

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

こ
れ
は
個
人
で
も
注
文
で
き
ま
す
か
。

Ａ 　

は
い
。
市
内
全
域
に
配
達
し
て
い
ま
す

の
で
、
当
日
の
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
１
個
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
10
個
以

上
に
な
る
場
合
は
３
〜
４
日
前
ま
で
に
予

約
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
飯
の
量
や

油
抜
き
な
ど
、
で
き
る
範
囲
の
要
望
に
は

応
え
ま
す
の
で
、
注
文
の
際

に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

Ｑ 　

最
後
に
、
今
後
の
課
題
や

希
望
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 　

も
っ
と
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ

と
り
に
対
し
て
、
次
の
就
労

や
将
来
の
こ
と
な
ど
、
細
か

い
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

 　

あ
と
は
、
お
弁
当
を
も
っ

と
お
い
し
く
す
る
た
め
、
現

在
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。
栄
養
士
や
調
理

師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
が

来
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す

が
、
持
っ
て
い
な
く
て
も
熱
意

の
あ
る
人
は
大
歓
迎
で
す
。

　

 

こ
こ
ろ
の
病
が
あ
る
人
の
数

に
対
し
て
、
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

の
よ
う
な
施
設
が
ま
だ
ま
だ
不

足
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
の

活
動
を
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

少
し
で
も
理
解
と
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

  

市
民
の
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
ミ
ル
キ
ー

ウ
ェ
イ
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
（
℡  
・
℻  

８
９
３
・
９
５
７
３
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

〜
社
会
参
加
を
め
ざ
し
て
〜

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

Vol.05

インタビューに答える
黒田さん（右）と柏木さん（左）

仕出し弁当づくり
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500 万人トーチラン大阪スタート
　9月 26 日（日）いきいきランド交野からスペシ
ャルオリンピックス冬期世界大会－長野に向けて
500万人トーチラン大阪がスタートしました。
　市民ら約 250人が参加してのスタート式典後、施
設前広場でアスリート代表が聖火台から聖火トーチ
棒へ点火。聖火ランナーへと引き継がれ、15区間を
リレーして府立寝屋川公園へ運ばれました。
　聖火ランナーの松原美帆さん（やわらぎ授産所）
は「緊張せずリラックスして走れました」とうれし
そうでした。

小麦粘土で遊ぼう
　9月 15 日（水）、就学前の子どもと母親ら 20組が、
わいわいくらぶ講座で粘土づくりを楽しみました。
　小麦粉に少しずつ水を加え、食用油と塩、色粉を混
ぜ込んでこね、できあがった粘土でデコレーションケ
ーキやハンバーガーを作って大喜び。
　参加したお母さんは「粘土は買うものだとばかり思
っていました。これからは家で時々作ってみようかな」
とうれしそうでした。

世界空手道選手権大会で準優勝
　9月に千葉、幕張メッセで開かれた世界空手道選手権
大会（松涛杯争奪）で、12歳女子形の部で準優勝した
野路愛実さん（交野小 6年）と 9歳男子組手の部で同
じく準優勝した清水芳隆さん（交野小３年）が、10月
6日（水）、中田市長を表敬訪問しました。
　2人は「夏休みを返上して毎日練習に励んだことが実
りました。来年は世界チャンピオンをめざしてがんば
ります」と笑顔で話してくれました。

動く「こども 110 番」
　市は 10 月 4日（月）から公用車 104 台に「こども
110 番」のステッカーをはり、子どもの安全を守る運
動に乗り出しました。
　子どもたちを犯罪から守る「こども 110 番の家」に
ならったもので、市民のみなさんとともに、地域犯罪
の防止に努めていきます
　なお、市内には PTA と自治会などの協力のもと、
10 小学校区に 1,519 軒の「こども 110 番の家」が設
置されています。

AA L BB U M
あ る ば む



(29)16.11.01

寿
100 歳以上のお年寄りを敬老訪問
　9月 29 日（水）、中田市長が、きんもくせい特別
養護老人ホームを訪れ、吉田みつゑさん　（104 歳：
写真右）と宮上愛子さん（100 歳 : 写真左）の長寿
を祝いました。
　市長の「お体を大切にして、いつまでも長生きし
てくださいね」とのねぎらいの言葉に、2人は「あ
りがたいことです」と喜んでいました。
　なお、市内には、13 人の 100 歳以上のお年寄り
が元気に暮らしています。

合宿でレベルアップ！
　市ジュニア吹奏楽団の団員15人が9月11日（土）
から、グリーンビレッジ交野で 1泊 2日の合宿練習
を行いました。
　昨年は台風のために中止になったこともあり、子
どもたちの意欲は高く、担当の住友・清家両先生の
指導で「ボギー大佐のマーチ」や「虹の彼方に」な
どの新曲にも取り組み、収穫のある合宿となりまし
た。

交通ルールを守ろう！老人大学開催
　9月 10 日（金）、ゆうゆうセンターで老人大
学が開かれ約 200 人のお年寄りが交通ルールを
学びました。
　仮装した府警本部交通安全教育班の婦警さん
らが講師となり、自転車も自動車と同じ左側通
行、運転者が 16歳以上の場合に限り 6歳未満の
子どもを幼児席に乗せられるーなどの説明に「知
らなかった」などの声があがっていました。

交野クラフト展
　9月 16日（木）から、星の里いわふねの天体研修セ
ンターで「生活文化の提案～くらしの和み」をテーマに、
木工、陶芸、染織など約 550点が展示され、第 5回「交
野クラフト展」が開かれました。
　それぞれの作品には、手作りのぬくもりが感じられ、
その雰囲気が会場いっぱいにあふれ、最終日の 19 日
（日）まで、訪れた人たちの交流が絶えませんでした。

AA L BB U M
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～弘
こう

安
あん

地
じ

蔵
ぞう

さん～

星のまち歴史散歩

　

秋
晴
れ
の
一
日
、磐
船
街
道（
国

道
１
６
８
号
）
を
歩
き
ま
し
た
。

約
７
２
０
年
前
の
建
立
と
い
う
大

阪
で
１
番
古
い
石
仏
を
訪
ね
て
見

た
く
な
っ
た
の
で
す
。
野
外
学
習

へ
行
く
と
い
う
市
内
の
小
学
１
年

生
た
ち
の
後
に
つ
い
て
歩
き
ま
し

た
。
京
阪
電
車
か
ら
の
付
き
合
い

で
し
た
が
、
そ
の
元
気
な
こ
と
、

横
を
通
る
ダ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
音

も
か
わ
い
い
く
聞
こ
え
る
ほ
ど
で

し
た
。

　

私
市
共
同
墓
地
と
書
か
れ
た
石

碑
を
見
て
、
児
童
と
別
れ
、
墓
地

へ
。
ざ
あ
っ
と
見
て
５
０
０
を
超

え
る
墓
群
の
真
ん
中
あ
た
り
、
サ

ク
ラ
の
木
の
脇
に
め
ざ
す
お
地

蔵
さ
ん
が
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
お
堂

の
中
で
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
花か

崗こ
う

岩が
ん
に
厚
肉
彫
り
で
刻
ま
れ
た

お
顔
は
輪
郭
も
お
ぼ
ろ
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
に
こ
に
こ
と
笑
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
き
っ
と
さ

っ
き
ま
で
聞
こ
え
た
子
ど
も
た
ち

の
声
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

お
地
蔵
さ
ん
は
右
手
に
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
う、

左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
人
々
に

食
べ
物
や
水
、
衣
服
、
医
薬
を

与
え
、
地
獄
や
餓
鬼
な
ど
六ろ
く

道ど
う

で
苦
し
む
人
の
身
代
わ
り
と
な
っ

た
り
、
子
や
亡
者
を
守
護
し
た
り

す
る
、
庶
民
的
な
あ
り
が
た
い
仏

さ
ま
な
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ

の
お
地
蔵
さ
ん
は
右
手
に
錫
杖
が

無
い
古
い
形
式
の
お
地
蔵
さ
ん
で

す
。
高
さ
77
㌢
、
左
右
に
「
右

為
浄
林
浄
雲
石
作
三
郎
」「
弘
安

四
年
四
月
十
五
日
立
之
」
と
い
う

銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
年
号

か
ら
「
弘
安
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
大
阪
府
内
に
あ
る
石
仏

の
中
で
は
、
年
号
が
読
め
て
確
認

で
き
る
１
番
古
い
お
地
蔵
さ
ん
と

判
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
像
の

頭
上
と
そ
の
左
右
に
地
蔵
の
梵ぼ
ん

字じ

「
カカ

」
が
計
3
個
刻
ま
れ
て
い
ま

す
（
左
図
の
と
お
り
）。
弘
安
４

年
（
１
２
８
１
年
）
と
い
え
ば
、

鎌
倉
時
代
後
期
に
あ
た
り
、
蒙
古

が
２
度
目
に
来
襲
し
て
弘
安
の
役

が
起
こ
っ
た
年
で
も
あ
り
、
い
か

に
古
い
お
地
蔵
さ
ま
な
の
か
が
わ

か
り
ま
す
。
大
阪
府
は
昭
和
34
年

９
月
、
府
指
定
文
化
財
、
重
要
美

術
品
に
選
定
し
、
保
存
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　

お
地
蔵
さ
ん
が
錫
杖
を
持
た
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
室
町
後
期
か

ら
で
、
苦
し
む
人
た
ち
が
多
く
な

り
、道
行
く
人
た
ち
を
助
け
た
り
、

村
々
ま
で
出
向
い
て
人
々
を
お
救

い
に
な
る
に
は
、
杖
が
必
要
と
な

っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

弘安地蔵さん
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交
野
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
間

で
は
「
考
え
て
み
る
が
、た
ぶ
ん
あ
き
ま
へ
ん
」

と
い
う
こ
と
を
「
考
え
と
き
ま
っ
さ
」
と
い
い

ま
す
。
相
手
も
「
あ
か
ん
か
」
と
理
解
し
て
、

そ
の
後
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

他よ

所そ

か
ら
来
た
人
た
ち
は
、
本
当
に
考
え
て

も
ら
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
し
ば
ら
く
し
て
再

び
尋
ね
ま
す
と
、「
忘
れ
て
た
」
と
い
う
返
事
。

「
考
え
て
お
く
と
言
っ
て
い
た
の
に
全
く
考
え

て
な
い
で
は
な
い
か
。
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と

不
審
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
言
葉
は
、
先
祖

の
人
た
ち
の
苦
悩
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
交
野
が
京
都
の
近
郊
に
位

置
す
る
た
め
、
政
変
の
度
に
権
力
者
や
武
士
た

ち
が
や
っ
て
来
て
、
甘
い
言
葉
を
か
け
、
味
方

に
誘
い
込
も
う
と
言
い
寄
り
ま
す
が
、
交
野
の

人
た
ち
は
仮
の
功
績
に
夢
を
見
る
こ
と
を
願
わ

ず
、
家
族
、
一
族
の
安
泰
を
ひ
た
す
ら
に
念
じ
、

そ
の
場
を
や
ん
わ
り
と
当
た
り
障
り
の
な
い
、

ど
ち
ら
に
も
と
れ
る
言
い
分
で
切
り
抜
け
て
来

た
、
ま
さ
に
知
恵
の
固
ま
り
の
言
葉
だ
っ
た
の

で
す
。

「
考
え
と
き
ま
っ
さ
」
は
、
思
慮
分
別
が
あ

る
人
が
使
う
味
わ
い
深
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

交
野
市
古
文
化
同
好
会

会
長　

井
戸
桂
二

シリーズ交野のこ
と
ば

　

ま
た
、
お
地
蔵
さ
ん
に
は
昔
か

ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
庶
民
の
歌

が
あ
り
ま
す
。「
賽さ
い

の
河
原
地じ

蔵ぞ
う

和わ

讃さ
ん
」
で
、
幼
い
子
を
亡
く
し
て

嘆
く
父
母
を
慰
め
、
死
ん
だ
幼
児

を
救
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
お
地
蔵

さ
ま
以
外
に
は
い
な
い
と
い
う
強

い
信
念
か
ら
歌
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
こ
の
世
の
こ
と
な
ら
ず

　

死
出
の
山
路
の
裾
野
な
る

　

賽
の
河
原
の
も
の
が
た
り

　

聞
く
に
つ
け
て
も
憐
れ
な
り

　

二
つ
や
三
つ
や
四
つ
五
つ

　

十
に
も
足
ら
ぬ
み
ど
り
児
が

　

賽
の
河
原
に
集
ま
り
て

　

父
上
こ
い
し
母
こ
い
し

解
説
す
る
と
、
父
母
に
先
立
っ

た
、
十
に
も
足
ら
ぬ
幼
児
た
ち
が

賽
の
河
原
に
集
ま
っ
て
、
親
恋
し

第 5話　「考えときまっさ」

さ
に
石
の
塔
を
積
み
な
が
ら
泣
き

叫
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、
地
獄
の

鬼
ど
も
が
や
っ
て
き
て
、
非
情
に

も
鉄
棒
を
振
る
っ
て
そ
こ
ら
を
打

ち
崩
す
。
そ
こ
へ
地
蔵
菩
薩
が
現

れ
て
「
幼
き
者
を
衲の
う

衣え

の
袖
や
裾

に
抱
き
入
れ
て
あ
わ
れ
み
給
う
ぞ

あ
り
が
た
や
」
と
い
う
結
末
に
な

り
、
め
で
た
し
め
で
た
し
、
と
な

る
の
で
す
。

　

古
い
歌
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
童
謡
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

村
の
は
ず
れ
の

　

お
地
蔵
さ
ん
は

　

い
つ
も
に
こ
に
こ

　

見
て
ご
ざ
る

　

子
を
思
う
親
の
心
理
は
昔
で

あ
ろ
う
と
現
代
で
あ
ろ
う
と
ま
っ

た
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
精
神
生
活
の

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
何
人
も
否
定
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
お
地
蔵
さ
ん
は
こ
う
い
う
存

在
な
の
で
す
。

　

弘
安
地
蔵
さ
ん
の
穏
や
か
な
お

顔
を
見
入
っ
て
い
る
う
ち
、
大
き

な
怒
り
が
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
い
て
き

ま
し
た
。
児
童
虐
待
、
誘
拐
、
幼

児
の
受
難
の
記
事
が
な
ぜ
こ
う
も

続
く
の
か
。
ま
た
、
少
年
少
女
に

絡
む
凶
悪
事
件
の
数
々
、
ど
こ
に

原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

先
生
が
、
子
ど
も
の
叫
び
声
に
耳

を
傾
け
て
あ
げ
る
、
そ
れ
が
大
切

な
の
で
は
。
小
さ
き
者
を
い
と
お

し
む
人
の
心
が
劣
化
し
て
い
る
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
と
、
目
の
前
の
お
地
蔵
さ
ん

が
、
ま
た
笑
っ
た
よ
う
で
す
。
近

く
の
「
星
の
里
い
わ
ふ
ね
」
付
近

か
ら
先
ほ
ど
別
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
い
て
き
ま
し
た
。
遠

い
７
０
０
年
ほ
ど
前
に
弘
安
地
蔵

を
据
え
た
先
祖
の
人
た
ち
と
、
一

瞬
で
す
が
、
心
が
つ
な
が
っ
た
気

分
と
な
り
ま
し
た
。
空
を
見
上
げ

る
と
、
赤
と
ん
ぼ
が
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
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主
人
公
の
杉
原
が
「
自
分
は
在
日
朝

鮮
人
と
い
う
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
い

い
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
た

時
、私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
、
た
く
さ
ん
の〝
在
日
〞と
呼
ば
れ

る
人
が
日
本
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
私

は
、
ど
う
し
て
彼
ら
が
様
々
な
不
等

な
扱
い
を
さ
れ
る
の
か
と
て
も
不
思
議

に
思
い
ま
す
。
日
本
語
を
話
し
、
名
前

も
日
本
人
。
た
だ
違
う
の
は
国
籍
だ
け

と
い
う
こ
と
で〝
在
日
〞と
呼
ば
れ
不
平

等
に
扱
わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。
な

ん
て
酷ひ

ど
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
国
籍
と
い

う
の
は
そ
ん
な
に
重
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。
少
し
前
の
日
本
で
は
、
様
々
な
人

権
を
侵
害
す
る
出
来
事
が
平
気
で
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
確
か
に
真
実

で
す
が
、
今
は
違
い
ま
す
。
私
た
ち
が

生
き
て
い
る
こ
の
時
代
は
誰
も
が
皆
、

平
等
な
の
で
す
。
人
の
優
劣
な
ど
存
在

し
ま
せ
ん
。
誰
も
が
平
等
で
自
由
な
時

代
な
の
で
す
。

　

そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
こ
の
在
日
朝

鮮
・
韓
国
人
問
題
が
未
だ
に
残
っ
て
い

る
の
か
本
当
に
お
か
し
な
こ
と
で
す
。

　

映
画
を
見
て
い
て
主
人
公
の
杉
原
が

言
い
放
つ
、
朝
鮮
人
で
も
日
本
人
で
も

な
い
自
分
に
対
す
る
扱
い
ゆ
え
の
苦
し

み
に
満
ち
た
数
々
の
言
葉
に
、
私
は
と

て
も
心
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し

た
。
日
本
政
府
が
か
つ
て
行
っ
た
誤
っ

た
統
治
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
数
々

の
悲
劇
。
当
時
の
朝
鮮
の
人
は
決
し
て

許
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
私

は
思
い
ま
す
。
こ
の
映
画
の
主
人
公
の

よ
う
に
三
世
や
四
世
の〝
在
日
〞と
呼
ば

れ
る
人
は
日
本
で
受
け
る
自
分
達
の
不

平
等
な
扱
い
を
な
く
し
て
い
く
世
代
な

の
で
す
。
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
長
い
年
月
が
か
か
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
や
っ
て
く
る
私
た
ち
の

未
来
で
は
き
っ
と〝
在
日
〞な
ん
て
言
葉

は
な
く
て
ど
ん
な
人
で
も
投
票
で
き
て

公
務
員
に
も
な
れ
る
は
ず
で
す
。

　

国
籍
よ
り
も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。
人
類
が
誰
で
も
平
等
に
生

き
て
い
る
、
な
ん
の
束
縛
も
な
く
、
個

人
が
大
切
に
さ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、

尊
い
、
け
れ
ど
も
当
然
の
こ
と
な
の
で

す
。
今
回
の
学
習
で
改
め
て
そ
れ
を
理

解
で
き
ま
し
た
。

人権作文
〈心の窓〉

fi le.156

映画「ＧＯ」を見て

児　童　書
ネコのラジオ局
　南部和也　教育画劇
ドキドキ・夢占い
　本間正夫　汐文社
パパとママのたからもの
　サム・マクブラットニィ　評論社
えんぴつはかせ
　山岡ひかる　偕成社
やどかりどんのおにたいじ
　大島まや　講談社
百合若大臣
　たかしよいち　ポプラ社
子どものためのサッカーがうまくなる本
　後藤健生　講談社
さよならの日までに
　宮川ひろ　ポプラ社

一　般　書
性格心理学
　清水弘司　ナツメ社
うちの玄米ごはん
　高山なおみ　日本放送出版協会
真夜中の神話
　真保裕一　文藝春秋
図解による民法のしくみ
　神田将　自由国民社
女性の美しい話し方と会話術
　下平久美子（監修）　成美堂出版
50 代から得する優待サービス活用ガイド
　優待サービス活用研究会編　中経出版

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）
青年の家図書室（℡   893・4881）

「時の旅人」
アリソン・アトリー作
岩波少年文庫

　主人公の少女ペ
ネロピーは、病弱
のため兄や姉と共
にロンドンから、
大おじ、おばの住むダービシャ
ーの農場へ向かいます。そこで
の生活は、牛や鶏の世話、畑仕
事と古い伝統のある屋敷での楽
しいものでした。しかし、ペネ
ロピーがある日、部屋のドアを
開けると見たことがない貴婦人
たちがゲームをしていました。
16 世紀の世界へ迷いこんだの
です。過去と現在を行き来しつ
つ、彼女は歴史的な事件に関わ
ることになってしまいました。
　ペネロピーという名前にまつ
わる一族の伝統、また昔の生活
習慣、美しい風景の描写もとて
も興味深く、楽しく読めます。
単なるタイムスリップではなく
歴史的なつながりを感じさせる
本です。

かたの子ども文庫連絡会　松井京子

図書だより

交野高 3年

曽
そ

野
の

　恵
え

里
り

子
こ

さん
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市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です

Ｑ 　
「
広
報
か
た
の
」
の
相
談
室
の
ペ
ー
ジ

の
中
に
「
法
律
相
談
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

相
談
す
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
 　

私
は
法
律
に
は
詳
し
く
な
い
の
で
す

が
、
か
か
え
て
い
る
悩
み
を
相
談
し
て
み

て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

Ａ 　

法
律
相
談
は
、借
地
借
家
や
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
慰
謝
料
、
相
続
、
交
通
事
故
な
ど
、

日
常
生
活
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
無
料
で
弁
護
士
に
相
談
で

き
る
場
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

 　

相
談
に
は
、
大
阪
府
弁
護
士
会
か
ら

派
遣
さ
れ
た
弁
護
士
が
あ
た
り
、
解
決
の

た
め
の
交
渉
方
法
や
法
律
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
、
調
停
・
訴
訟
な
ど
の
手
続
き
を
説
明

し
ま
す
。

　

 　
「
抱
え
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
法
律
的
な

こ
と
を
聞
き
た
い
」「
解
決
の
た
め
法
的

な
手
段
を
取
り
た
い
が
、
や
り
方
が
わ
か

ら
な
い
」な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
、

こ
の
法
律
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
は
・
・
・
】

　

 　

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
、
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
、
１
日
の
定
員
は
４
人
（
１

人
の
相
談
時
間
は
30
分
）
で
す
。

　

 　

ま
た
、
奇
数
月
の
第
４
木
曜
日
に
は
、

夜
間
法
律
相
談
も
開
設
し
て
お
り
、
時
間

は
、
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
、
定
員
は

６
人
（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）
で
す
。

※ 

い
ず
れ
も
相
談
日
が
休
日
の
場
合
は
開
設

し
ま
せ
ん
。

【
法
律
相
談
を
受
け
る
に
は
・
・
・
】

　
　

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
 　

予
約
は
相
談
日
の
１
週
間
前(

休
日
の
場

合
は
、
そ
の
翌
日)

の
午
前
９
時
30
分
か
ら

先
着
順
に
て
電
話
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１

〈
広
聴
広
報
課
〉）
で
受
け
付
け
ま
す
。

広
聴
広
報
課

みなさんの疑問やご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさん
が市役所の仕事や手続きなどで、日
ごろから疑問に思っていることを質
問していただき、お答えするコーナ
ーです。
　はがきや封書、ファクス、メール
に住所、氏名、電話番号を必ず記入
して、広聴広報課へお寄せください。
送付先　
〒576－ 8501　交野市役所広聴広
報課「は～い！こちらは広報です」係
℻   891・5046
e-mail：kouhou@city.katano.osaka.jp

今回のテーマ「法律相談」

　

文
化
・
芸
術
の
香
り
高
い
11
月
を
迎

え
ま
し
た
。

　

先
月
の
広
報
で
は
市
民
文
化
祭
の
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、
芸
術
の

催
し
が
開
か
れ
、
招
待
状
を
い
た
だ
く

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
も
、
交
野
ク
ラ
フ
ト
展
の
会
場

に
う
か
が
い
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
ん

だ
創
作
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
わ
た
し
も
少
し
陶
芸
を
か
じ
っ
て

い
ま
す
。
本
当
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
「
も
の
」
に
は
、
全
て
の
人

が
共
通
し
て
感
じ
る
「
ぬ
く
も
り
」
が

あ
る
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
催
し
が
８
万
市
民
の
個

性
に
光
を
あ
て
、
夢
を
咲
か
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
新
し
い
交
野
の
ま
ち
づ

く
り
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
市
役
所
で
は
、
11
月
か
ら

来
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の

準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
15
年
度

は
久
し
ぶ
り
に
黒
字
決
算
と
な
っ
た
と

い
う
も
の
の
、
有
利
子
負
債
は
い
ま
だ

７
０
０
億
円
を
超
え
て
お
り
、
ま
た
、

国
が
進
め
る
三
位
一
体
の
改
革
の
行
方

も
不
透
明
で
、
厳
し
い
作
業
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

先
日
17
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
前
年
度
予
算
比
で
３
％
カ
ッ
ト

を
大
命
題
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
く
ら

し
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
「
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
事

業
を
優
先
的
に
採
択
す
る
と
の
指
針
を

全
課
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
英
知
を

絞
り
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

朝
夕
、
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
健
康
に
充
分
ご
留
意
さ
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
て
今
月
の

「
さ
い
く
る
と
ー
く
」
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の５

市長の
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手づくり石けん

◎ゆずってください◎
① ベビースリング（だっこひも）
　 メーカー・色は不問。大きさはMサイズ。
無償。

　 T （ ℻・℡ 893・7104
午後 8時～ 11時、それ
以外の時間は留守番電
話またはファクスで）

◎ゆずります◎
①電子オルガン
　 メーカーはCASIO。大きさは縦 115 ㌢×
横 30㌢×高さ 75㌢。無償。傷汚れが多少
あり。要望あれば届けます。

　柳瀬（℡ 894・0982）
②電気あんま機
　 メーカーはフジマッサージ機。色は茶。大
きさは縦76㌢×横70㌢×高さ97㌢。無償。

　喜多嶋豊次（℡ 892・5192）
③近代日本文学集 35巻
　 出版社は筑摩書房。縦 16㌢×横 23㌢×厚
さ 3㌢。無償。

　F（℻・℡ 892・7760）

　各家庭で使わなくなったもので、まだ使用でき
る品物、またはこのような品物を譲ってほしいと
思っている人は応募して下さい。
※ 応募にあたっての注意事項などは、お問い合わ
せください。
問い合わせ　廃棄物対策課（℡ 892・0121）

リサイクル情報交差点

廃
油
を
使
っ
て
「
エ
コ
石せ
っ

け
ん
づ
く
り
」

梅
が
枝　

山や
ま

本も
と

和か
ず

子こ

さ
ん

　
「
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
材
料
を
入
れ
て
、

約
10
分
間
シ
ェ
イ
ク
す
る
だ
け
で
手
軽
に
石
け
ん
が
つ

く
れ
る
ん
で
す
よ
」

　

家
庭
か
ら
出
る
廃
油
を
利
用
し
た
石
け
ん
づ
く
り
を

学
校
や
地
域
に
出
か
け
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
毎
日
、
水
と
さ
ま
ざ
ま
な
洗
剤
、
石
け
ん
を
使
っ

て
衣
類
や
食
器
、
身
体
を
洗
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ

る
と
き
、
そ
れ
ら
が
自
然
界
に
あ
る
も
の
か
ら
作
ら
れ

た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
」

　

食
廃
油
か
ら
つ
く
る
「
エ
コ
石
け
ん
」
は
、
使
用
後

は
水
と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
て
自
然
に
帰
り
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
や
吹
き
出
物
の
あ
る
肌
に
使
っ
て
も
、
刺
激

が
少
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

水
や
自
然
の
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
始

め
た
運
動
は
、
14
年
に
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
手
づ

く
り
の
会
楽
々
ひ
ろ
ば
」
を
設
立
、
活
動
内
容
も
障
害

者
の
た
め
の
「
自じ

助じ
ょ

具ぐ

」
の
製
作
や
廃
材
を
利
用
し

た
万
華
鏡
づ
く
り
、
竹
細
工
と
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

11
月
初
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減
エコ手づくりの会楽々ひろば、左から
杉本時子さん、山本和子さん、高見恒男さん

簡単な手づくり石けんのつくり方
用意するもの
　 ▽食廃油（140 ㍉㍑） ▽カセイソーダ（17 ㌘）

▽水（28㍉㍑） ▽牛乳パック（1㍑用）
　 ▽ゴム手袋と軍手 ▽ガムテープ ▽クリップ
つくり方
　① 牛乳パックに水を入れ、それにカセイソーダ
少しずつを入れて、クリップでパックの口を
閉める（発熱するので注意）

　② パックを立てて左右に振り、カセイソーダを
溶かす

　③ 溶けたところへ食廃油を入れて、ガムテープ
で口を閉じる

　④パックを立てて左右に約 10分間しっかり振る
　⑤ パックをはずし、陰干しで 1か月ほど干すと
カセイソーダが抜けて石けんのできあがり

※ カセイソーダは劇薬です。取り扱う時は必ずゴ
ム手袋の上に軍手をはめて、直接肌に触れない
ようにしてください。
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談＝市民に限る＝（弁護士）
　25日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　 【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前
（休日の場合はその翌日）の9時30分から電話で広
聴広報課（℡   892・0121）】

登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　10日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　 13日（土）郡津公民館、26日（金）市役所別館
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 30日（火）13時～16時、あいあいセンター
行政書士市民無料相談（行政書士）
　24日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡   892・0121）

心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第3水曜日〈知的・身体障害〉13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時～正午と13時
～ 17時15分、障害福祉係

でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時～正午と13時
～17時15分、ゆうゆうセンター内基幹型在宅介護
支援センター（℡   894・3325）

精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　第2・4水曜日　10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火曜・木曜日（23日を除く）10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡   893・6400　℻   891・6241）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時30分～正午と
13時～16時、あいあいセンター（℡   891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日（3日を除く）10時～
正午と13時～16時、あいあいセンター（℡   891・9955）
※問い合わせ　商工観光課（℡   891・9955）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日（3日を除く）14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡   892・0121）

女性相談（女性相談員）
　11日（木）14時～16時30分、あいあいセンター、定員3人（予約制）
　予約は電話で人権政策室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　18日（木）14時～16時30分、あいあいセンター
人権相談（人権相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）10時～正午と13
時～16時、市役所本館２階

※問い合わせ　人権政策室（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）10時～16時、長
宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）10時～17時15分、
ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日（3日・23日を除く）13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日（3日を除く）　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 9日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
　5日（金）と19日（金）13時30分～15時、青年の家
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時～正午と13時～
17時15分（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時15分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

11 月  3 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

11 月 10 日
（第 2水曜）

11 月 10 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

11 月 17 日
（第 3水曜）

11 月 17 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

11 月 24 日
（第 4水曜）

11 月 24 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

11 月  3 日
（第 1水曜）

11 月のごみ収集日
問い合わせ
　環境事業所（℡   892・2471）
　粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5

ご
3
み
7
な
4
し
　午前9時～午後4時）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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11 月の相談室
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  ハイキング ●●●

  大会結果　●●●

神戸森林植物園～トゥエンティクロス

　11月６日（土）午前８時、河
内磐船駅集合。雨天中止。三宮
 －森林公園－トゥエンティクロ
ス－新神戸－三宮。一般向き。
11㌔。参加費200円。交通費
2,500円。主催は交野ハイキン
グ同好会。［申］当日集合場所［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

第 26回市長杯争奪テニス大会

　9月 5日（日）・17日（金）、
私部公園テニスコートで、54
チーム（108 人）が参加して
開かれました。上位の成績は下
記のとおり。敬称略

▽ 一般男子
①村瀬裕彦（妙見坂）
　臼木哲也（私市）
②山田伸一郎（倉治）
　土屋健司（寺）

▽ 一般女子
①井川和佐子（松塚）
　伊山清子（天野が原町）
②丹正淳子（妙見坂）
　白石弥生（倉治）

▽ 壮年男子
①大蔵健治（私部）
　久保昌彦（私市）
②宮本士郎（天野が原町）
　下田　博（天野が原町）

▽ミックス
①山下直充（私部）

八渕の滝と紅葉

　11 月 14 日（日）午前 7 時
30 分、JR 大阪駅中央改札口
前集合。雨天中止。近江高島駅
－鹿瀬－ガリバーの館－八渕の
滝－釈迦岳－大津ワンゲル道－
イン谷口－比良駅。12 ㌔。対
象は月２回程度山歩きしてい
る大人。参加費 300 円。交通
費約 3,000 円。主催は初心山
の会。［申・問］岩本さん（℡   
892・0167）

大文字山～哲学の道

　11 月 27 日（土）午前８時
30分、交野市駅集合。雨天中止。
三条－蹴上－日向神社－大文字
山－火床－銀閣寺－南禅寺。一
般向き。10㌔。参加費200円。
交通費 1,200 円。主催は交野
ハイキング同好会。［申］当日
集合場所［問］鶴園さん（℡   
891・6002）

箕面滝

　12 月４日（土）午前 8 時、
河内磐船駅集合。雨天中止。大
阪駅－箕面－紅葉橋－展望台
－才ヶ原林道－こもれび展望
所－滝。一般向き。９㌔。参加
費 200 円。交通費 1,500 円。
主催は交野ハイキング同好会。
［申］当日集合場所［問］鶴園
さん（℡   891・6002）

「学研都市線で行こう！フォトコンテスト2004」

　交野市ほか7市2町で構成する片町線複線化促進期成同盟会では、
「学研都市線で行こう！フォトコンテスト 2004」の出品作品を募集
しています。
作 品テーマ　学研都市線を走る「列車」や沿線のまちの「四季を通
した風景」など、学研都市線に関するものを題材としたもの

応 募方法　現像した作品に必要事項を記入した応募用紙を添えて、
12 月 27 日（月）〈必着〉で、〒 610 － 0393 京田辺市田辺 80      
京田辺市役所政策推進課内　片町線複線化促進期成同盟会事務局

※ デジタルデータでの応募も受け付けます。
※ 詳しい応募方法は、市政策調整課および市内主要公共施設にあ
る応募用紙、または「学研都市線で行こう！」のホームページ
（http://web.kyoto-inet.or.jp/org/gakensen/）をご覧ください。

［問］　 市政策調整課（℡   892・0121）か、片町線複線化促進期成
同盟会事務局（℡   0774・64・1310）

環境とトンボの話
と　き　 11 月 21 日（日）午後２時～

3時
ところ　 ラポール枚方（枚方市新町 2

－ 1－ 35）
内　容　 「環境とトンボの話」をテー

マにした講演
対　象　市内在住・在勤・在学の人
定　員　先着 150人
参加費　無料
講　師　 関西トンボ談話会事務局長
　　　　谷幸三さん
［申・問］ 11 月 8 日（月）午前 10 時

から淀川左岸流域下水道組
合（℡   855・0600）

　橋本智子（幾野）
②柏木伸造（幾野）
　柏木理絵（幾野）

第25回市長杯ソフトテニス大会

　９月 12 日（日）、私部公園
テニスコートで、一般男子 9
チーム・一般女子 4 チーム・
中学生 12チームが参加して開
かれました。上位の成績は下記
のとおり。敬称略

▽ 男子ダブルス
①藤林雅弘（大東市）
　南　健次（森南）
②湊　和義（枚方市）
　奈良崎好明（枚方市）

▽ 女子ダブルス
①長谷川玉枝（星田山手）
　河瀬　忍（寺）
②谷　多美子（倉治）
　河野優子（妙見坂）

同（2・3年の部）。対象は市内
在住・在勤・在学の中学生以上。
参加費は一般 1,000 円、会員
700 円、ジュニア 300 円。主
催は交野市卓球連盟。［申・問］
11月 25日（木）までに山下さ
ん（℡  ・℻   892・0389）
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市体育協会武道祭

　11 月 14 日（日）11 時 30
分（開場）～午後4時、いきい
きランド交野メインアリーナ。
剣道連盟・柔道連盟・空手道連
盟・相撲連盟・少林寺拳法連盟・
大阪合気会交野道場・太極拳協
会の7団体が集結し、各伝統の
技を披露。共催は交野市ロータ
リークラブ、市体育協会。［問］
森本さん（℡   891・0136）

第 34回連盟杯卓球大会

　12月5日（日）午前9時（開場）
～午後5時、いきいきランド交
野メインアリーナ。種目は混合
ダブルス、シングルス一般男子・
シングルス一般女子、ジュニア
男子（1年の部）・同（2・3年
の部）、ジュニア女子（1年の部）・

交野ナツメロ愛好会

　毎月第 2・4木曜日の月 2回
コースか、毎月第 2・3・4 木
曜日の月 3 回コース。時間は
いずれも午後 6 時～ 9 時、青
年の家音楽練習室。対象・定
員はナツメロが好きな人、歌い
たい人 5人。入会金 2,000 円。
月会費は 2回コース 1,800 円、
３回コース 2,300 円。［申・問］
荒井さん（℡   891・9757 か℡  
090・9706・1008）

交野歌謡クラブ

　毎月第 2・3・4 火曜日また
は木曜日の月３回コース。時
間はいずれも午後 1時 30分～
4時、青年の家音楽練習室。対
象・定員はカラオケ好きな人、
新曲を習いたい人 15人。入会
金2,000 円。月会費 3,500 円。
指導は日本クラウン歌手の西
美樹男さん。［申・問］荒井さ
ん（℡   891・9757 か℡   090・
9706・1008）

やさしいエアロビクス

　毎週金曜日午前 10 時 45 分
～正午、星田出張所 3 階ホー
ル。ストレッチ体操と楽々エア
ロビクス。対象・定員は 30～
50 代の女性 10 人。月会費 3，
000 円。指導は総合体操AMJ

インストラクターの足立さと子
さん。［申］直接会場［問］渋
田さん（℡   891・0417）か、
山埜さん（℡   891・2564）

交野着物着付同好会A

　毎週土曜日（11 月 13 日か
ら 16 回）午前 10 時～正午、
武道館 2階（予定）。対象・定
員は市内在住・在勤の女性 15
人。持ち物は筆記用具・サラシ
（5㍍）・針・ハサミ・ものさし・
白コマ糸 30番。月会費 2,500
円。指導は浪速きつけ研究会講
師の藤谷葉子さん。［申・問］
直接会場または、藤谷さん（℡   
891・5674）か、室田さん（℡   
891・8180）

交野演奏家クラブ「音
ね

夢
む

の会」

　毎月第3木曜日、午前10時
～正午、第 5土曜日午後 2時
30分～4時30分、音楽教室（梅
が枝43－ 33）。年2回程度の
コンサートやボランティア出張
演奏など。対象は音楽の演奏を
楽しみたい人。入会金2,000円。
年会費1,200円。［申・問］前
田さん（℡   090・2282・0054）

星田囲碁友の会

　毎週土曜日と毎月第 1・3日
曜日午前 10 時～午後 4 時 30
分、星田市民センター。対象
は市内在住・在勤の人。年会費
3,000 円（小・中学生 2,000

  募　　集　●●●

(37)16.11.01

みんなのページ

  スポーツ　 ●●●

府民の森　ほしだ園地
クリスマスミニコンサート

と　き　 12 月 5 日（日）午前 11
時～午後 1時 30分

ところ　 府民の森ほしだ園地ピトン
の小屋

内　容　 クリスマスキャロルをシン
セサイザー、合唱、ギター
＆オカリナの３部門で楽し
みます

［問］ 府民の森ほしだ園地（℡   891 
・0110）

円）。［申・問］蒲田さん（℡   
894・2408）か、後藤さん（℡   
892・2844）

筆ペン同好会

　毎月第 1・3 火曜日午前 10
時～正午、ゆうゆうセンター。
筆ペン・ボールペン・小筆を使
った文字の練習。指導は木村杲
海さん。月会費2,000円。［申・
問］直接会場か、木村さん（℡   
893・2582 午後 6時以降）

あいあい健康福祉講座

と　き　11月 24日（水）午後 2時～ 3時 30分
ところ　ゆうゆうセンター 2階　集団指導室
内　容　 痴ほう症の高齢者への介護における心構えと対応の仕方につい

て
講　師　老人保健施設柏原ひだまりの郷施設長　松井幸子さん
定　員　先着 30人
参加費　無料
持ち物　筆記用具
［申］　 11 月 4日（木）から電話で在宅介護支援センター逢々館かたの

（℡   895・ 1771 月曜～金曜日午前 9時～午後 5時）
※申し込み時に、氏名・住所・電話番号を伝えてください。
［問］　在宅介護支援センター逢々館かたの
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声合唱組曲やゲストの活田真理
さんと戸田葉子さんのピアノ連
弾など。定員500人。入場料無料。
指揮は火置義勝さん。主催は男
声合唱団アンサンブル彦星。［問］
古澤さん（℡   892・7391）

さつまいもで国際交流～国際親善の輪～

　11 月 21 日（日）午後 2時
～4時 30分、ゆうゆうセンタ
ー調理実習室。国際親善に関心
のある人が集まり、各地のさつ
まいも料理をつくる。（外国の人
歓迎）。定員50人。参加費500
円。主催は交野発国際親善の輪、
交野・コリングウッド姉妹都市
協会。［申・問］長谷川さん（℡   
090・9868・ 7486　e-mail:ses
sc@max.hi-ho.ne.jp）か、香川さ
ん（℡   090・9602・0613）

障害児（者）親の会バザー

　11月 25日（木）午前10時
～午後1時、ゆうゆうセンター
4階多目的ホール。収益金は作
業所の運営と障害児（者）の生
活の場づくりに活用。バザー商
品の提供も募集中。主催は交野
市障害児（者）親の会。［問］稲
荷さん（℡   892・9846）、寺前
さん（℡   892・3745）、仲野さ
ん（℡   893・2203）

交聴協・手話サークル〝天の川〟
合同記念大会

　11月 27日（土）正午（開場）
～午後 4時 30分、ゆうゆうセ
ンター4階交流ホール・多目的
ホール。両団体の25周年・20
周年記念式典、㈳大阪聴力障害
者協会副会長松本晶行さんの講
演と記念パーティー。主催は交
野市聴力障害者協会、交野手話
サークル〝天の川〟。定員200人。
参加費 1,500 円。［申・問］11
月 13日（土）までに大野さん（℡   
891・9821）

社交ダンスパーティー

　11 月 27 日（土）午後 5 時
30 分（開場）～ 9時、ゆうゆ

うセンター 4階多目的ホール。
フォーメーションなど。定員
100 人。参加費 1,500 円（前
売り券のみ軽食付）指導は江頭
清子さん。主催は交野社交ダン
ス同好会。［申・問］当日会場か、
岩田さん（℡   891・7401）

交野ギター・マンドリンオーケストラ定期演奏会

　11 月 28 日（日）午後 1 時
30 分（開場）～ 4時、星の里
いわふね。第 1部＝サウンド・
オブ・ミュージック、第 2 部
＝アンサンブル、第 3 部＝幸
運の星・星空のコンチェルト。
入場料無料。指揮は完倉正信さ
ん。主催は交野ギター・マンド
リンオーケストラ。［問］関本
さん（℡   892・1933）

ダンスパーティー

　11月 28日（日）正午（開場）
～4時、ゆうゆうセンター4階
多目的ホール。1年間の学習発
表など。定員 200 人。参加費
1,500円（前売り券・当日券〈若
干〉）指導は㈶日本ダンス教師
連盟A級プロの藤戸哲仁さん。
［申］佐藤さん〈前売り券〉（℡   
891・4469）［問］佐藤さん

竹の伐採と竹炭づくり体験

　12 月 3 日（金）午前 8 時
30 分～午後 1時、星田 9丁目
テニスクラブ横集合。竹の伐採
や窯入れなど。雨天中止。定員
5人。参加費無料。服装と持ち

物は長そで服、長ズボン、手ぬ
ぐい、軍手、帽子、弁当など。
主催は交野･竹炭づくりボラン
ティア。［申・問］田端さん（℡   
892 ･ 6953 午後 6時～ 9時）

童話・紙芝居・絵本を読む会

　12月 4日（土）午後 1時～
3時、青年の家学びの館。小・
中学生による幼児らへの絵本の
読み聞かせ。入場料無料。［申・問］
田中さん（℡  ・℻   892・6503）

音楽の花束コンサート vol.3
～一足早いクリスマスコンサートを～

　12 月 12 日（日）午後 1 時
30 分（開場）～午後 3 時 30
分、ゆうゆうセンター 4 階多
目的ホール。バイオリン、フ
ルート、ピアノなどによるクリ
スマスコンサート。入場料とし
て協力金をお願いします。定員
150人。主催は交野演奏家クラ
ブ「音

ね

夢
む

の会」。［問］前田さん
（℡   090・2282・0054）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、次のみなさんから預託
していただきました。

▽松塚の岡本功さんから2万円

▽  私部出屋敷町北向地蔵尊講か
ら 40万円

▽  交野中央商店会から 5 万
6,615円

  善意銀行　●●●

関西文化学術研究都市「都市びらき」10周年事業オペラ上演会
と　き　11月 21日（日）午後１時 30分（開場）
ところ　 けいはんなプラザメインホール（京都府相楽郡精華町光台

１－7）
内　容　京都オペラ協会による「フィガロの結婚」
入場料　一般5,000円、学生3,000円、会員4,500円、当日5,500円
主　催　 けいはんな環境と文化のまちづくり実行委員会、（財）関

西文化学術研究都市推進機構、㈱けいはんな、京都府、大
阪府、奈良県、京田辺市、木津町、精華町、枚方市、四條
畷市、交野市、奈良市、生駒市

［申・問］ ㈱けいはんな交流事業部（℡   0774・95・5115　平日
午前 10時～午後 5時 30分）



  催　　し　●●●

フリーマーケット＆くらしの相談

① 11 月 6 日（ 土 ）10 時 30
分～午後 1 時、藤が尾会館。
衣類小物などの販売とくらし
の相談。出店料最高 1,000 円。
主催は枚方・交野生活と健康を
守る会。［申・問］向井さん（℡   
090・3352・6057）
② 11 月 27 日（土）午前 10
時～午後 2 時、松塚公園。衣
類小物などを即売。出店者も募
集（参加費は最高 500 円）。く
らしの相談は午前 11 時～正
午、作業所クローバー。主催は
作業所クローバー。［申･問］上
野さん（℡   894・ 4822）

「妙見秋色」お茶会の集い

　11月 13日（土）午前 10時
～午後 3時、星田妙見宮境内。
雨天中止。琴の演奏と野点。参
加費 300 円（お茶菓子代）。主
催は交野の自然を楽しむ会。
［申］当日直接会場［問］同
会事務局の米山さん（℡   06・
6905・4829）

1 中吹奏楽部第 2回定期演奏会

　11 月 13 日（土）午後 1 時
30 分（開場）～ 4 時 30 分、
四條畷市民総合センター（四
條畷市中野 3－ 5－ 25）大ホ
ール。定員 750 人。入場料無
料。主催は1中吹奏楽部。［問］
1 中教諭の福井さん（℡   891・
1237）

始めませんか家計簿のある暮らし
我が家の食費はいくら？

　11 月 19 日（金）午前 9時
45分（開場）～午後11時30分、
青年の家 206 号室。食費の予
算立てや手作り調味料と市販品
との比較など。定員60人。参
加費400円。主催は大阪友の会。
託児（200円）希望の人は事前
予約。［申・問］久保田さん（℡   
892・7515）

ちぎり絵年賀状教室

　11 月 20 日（土）午後 1 時
30 分～ 3時、交野郵便局 2階
会議室。和紙を使った年賀状づ
くり。参加費 150 円または無
地の年賀はがき 3 枚。定員先
着 25人。講師はちぎり絵作家
の片岡静子さん。主催はNPO
法人ウェルネス啓発センター
［申］市内郵便局に備え付けの
申込書か、吉田さん（℡   891・
2370）［問］吉田さん

第 3バザー

　11月 20日（土）午前11時
～午後3時、作業所クローバー
（郡津5－9－3）。衣類や食器
などのバザー。主催は作業所ク
ローバー。［問］上野さん（℡   
894・4822）

日帰り福祉バスツアー

　11 月 20 日（土）午前 8 時
50 分、ラポールひらかた集合
（9 時 20 分ゆうゆうセンター
経由）。雨天決行。紅葉の談山
神社と壷坂寺へ。対象はオスト
メイト（人工肛門・人工膀胱造
設者）、同伴者同行可。定員 30
人。参加費 1,500 円。主催は
新星友の会。［申・問］金澤さ
ん（℡   891・2165）か、西澤
さん（℡   090・3627・3308）

地域でDVを考えよう！　
　11月 21日（日）午後1時（開
場）～午後3時 30分、ゆうゆ
うセンター4階多目的ホール。
第1部＝DV創作劇、第2部＝
パネルディスカッション。定員
100人。参加費無料。主催は交
野さんかく座。保育希望の人は
前日の20日（土）までに雲川
さん（℡   090・2702・3590）。
［申］当日会場［問］雲川さん

「アンサンブル彦星」
創立 10周年記念コンサート

　11月21日（日）午後1時（開
場）～午後3時30分、ゆうゆ
うセンター4階交流ホール。男
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人口と火災・救急
9 月末の市の人口（前月比）

　人　口　78,803 人　（ー287）
　　男　　38,482 人　（ー269）
　　女　　40,321 人　（ー  18）
　世帯数　28,783    （ー313）

9 月の火災と救急
火災　1件 　　救急　210件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

　今月号の表紙や特集写真は、
10月 13日（水）にくらやま幼
児園で行われた「わくわく子
育て教室」の様子です。
　地域の子どもと親が、園児
や先生と一緒になって遊び、
屈託のない笑顔を振りまいて
いました。（か）
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篠
しのたに

谷　一
か ず き

輝です　平成 9年3月 1日生

　　　美
み き

輝です　平成10年6月28日生
「 パパの仕事でアメリカへ渡って５年。今年
９月に帰国しました。お友達になってね。
仲良くしてやってね」　　　　   （南星台）

川
かわかみ

上　彩
あ や と

人です
平成15年12月13日生

「バスチェアーに座って食べるのが大好き
　　です。いっぱい食べて大きくなってね」

（私部）

走る！跳ぶ！踊る！
運動会

　9月下旬から10月上旬にかけて、市内各地
では、運動会や体育大会が行われました。
　台風が心配でしたが、ほとんどの運動会で
は天候に恵まれ、一生懸命に競技や演技に取
り組む児童や生徒の姿が見られました。
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長
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学
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